
広　報 2019.5月号
We  love  peace  and  good  health・・・.  OYAMA  CITY

水と緑と大地のゆたかなまち……小山市

public relations

スマホで広報おやま
が読めます
QRコードを読み込
み、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード

「小山市
  facebook」
おやまの最新情
報を随時配信
中 !!

ホームページ　http:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/
Eメール　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
電話番号　0285-23-1111（小山市役所　代表番号）

新
元
号「
令
和（
れ
い
わ
）」

旅た
び
ゆ
き行
に
行
く
と
知
ら
ず
て　

母あ
も
し
し父

に

　

言こ
と
も
う申
さ
ず
て　

今
ぞ
悔く

や

し
け

　
　
　

寒
川
郡
上
丁　

川
上
臣
老

万
葉
集
よ
り
典
拠

胸
形
神
社　

万
葉
の
碑

詳細はP8をご覧ください



広報小山 2019.5月号　2

小山市立体育館整備および運営事業の事業契約の締結

個人住民税の特別徴収の推進について

今すぐ自主防災会の設立を！！

　市では、市民が気軽にスポーツを楽しむことができる施設として、市立体育館の
整備を進めています。この市立体育館整備事業について、3月 18日㈪付けで、次
の企業で構成される特別目的会社「思川PFI パートナーズ株式会社」と事業契約を締結しました。現在、2021
年 7月のオープンを目指し事業を進めています。

～個人住民税の特別徴収（給与から引き去り）について～
　地方税法の規定に該当するすべての事業所を特別徴収義務者に指定し（地方税法第 321条の 4および小山市税
条例第 45条）、5月中旬に特別徴収税額の通知を送付します。
◆個人住民税の特別徴収とは
　所得税の源泉徴収と同様に、給与支払者である事業主が、従業員に毎月支払う給与から個人住民税を引き去り（給
与天引き）し、納税義務者である従業員に代わって、従業員がお住まいの市町村に納入していただく制度です。
　正社員、パート・アルバイト等雇用の形態に関わらず、従業員の個人住民税は特別徴収の方法により納入をお
願いします。
◆事業主が行う主な事務
　①毎月の給与から市町村が
　　通知した税額を差引き
　②差引きした税額を翌月の
　  10 日までに市町村へ納入
　③従業員の就職や退職など
　　の異動があれば市町村へ
　　連絡
　※源泉所得税のように、税
　　額の計算や年末調整等を
　　行う必要はありません

　震災で人が命を落とすのは、災害が同時多発する地震発生後の数時間がほとんどです。消防などの公共機関が
どんなに頑張っても、保有する車両数と職員数以上のことはできません。震災になれば、消防は様ざまな災害現
場で活動することになりますが、そこがあなたの地域とは限らないのです。
　避難所に直行する前にできることがあります。「目の前の命を救えるのは今ここにいる自分たちしかいない」と
考えて行動する人によって救われる命があります。
　市では、地域防災力の向上を図るため、自主防災会の設立を推進しています。地域の皆さまが手を取り、いざ
という時にはともに乗り越える自主防災会の設立をよろしくお願いします。設立に向け、自主防災会についての
説明会や、自主防災会設立のための規約の作成などについて、ご協力させていただきます。
　設立後も、資機材の支給や活動費の補助、訓練企画、指導などについてもご協力させていただきます。

業　種 業者名 所在地
代表企業 北関東綜合警備保障㈱ 宇都宮市

施設整備企業
㈱板橋組 小山市
㈱斉藤組 小山市
㈱保坂建築事務所 小山市

運営維持管理企業
美津濃㈱ 大阪市中央区
㈱極東体育施設 宇都宮市

SPC管理企業 フロンティアコンストラク
ション＆パートナーズ㈱ 東京都港区

建 設 場 所： 小山市大字塚崎 1408-1 他
（新小山市民病院南側） 
延べ床面積：6,579.59 ㎡ 
(1 階：5,025.63 ㎡ /2 階：1,553.96 ㎡） 
施 設 構 成： メインアリーナ ( 観客席 702 席）、
サブアリーナ、トレーニングルーム、多目的スタジ
オ、研修室、駐車場 (212 台）等

「思川PFI パートナーズ株式会社」

事業主の皆さまへ・重要なお知らせ　

問生涯スポーツ課☎21-2695

問市民税課☎22‒9424

問危機管理課☎39‒6684

【施設概要】
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小山市交通指導員 50周年パレード

春の交通安全市民総ぐるみ運動 

こんにちは！高齢者サポートセンターです！！ 

6月 1日㈯に交通指導員等によるパレードを
実施します！
パレードには、小山城南高校吹奏楽部が参加します。 ぜひご覧ください！
日 時　6月 1日㈯ 16:30 ～ 
場  所　小山駅西口ロータリー  ～  小山御殿広場 
そ の 他　雨天の場合は中止します

5 月 11 日㈯～ 20 日㈪は春の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です 
　春は、新入学児童等の通学や、歩行者・自転車利用者の行動範囲が広くなることから、交通事故の発生が懸念
されます。そこで、本運動は、市民一人ひとりに交通安全思想の普及 ･浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの 実践を習慣づけ、交通事故を防止することを目的とします。
【全国重点】
◇子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢者運転者の交通事故防止　◇自転車の安全利用の推進 
◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底　◇飲酒運転の根絶
【栃木県重点】 
◇「子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動」の推進
◇「夜間走行中の原則ハイビーム」の徹底

★高齢者サポートセンターとは？
　高齢者の皆さまが、住み慣れた地域で、いつまでも安心して生活を続けられるために、
気軽に相談できる場所として市内 6カ所に設置されております。お電話いただければ、
ご自宅まで訪問して、ご相談にも応じます。
★主に何をしているところなの？
①総合相談支援（高齢者の生活全般にわたって幅広く相談を受け、必要なサ―ビスや機関をご紹介）
②介護予防ケアマネジメント（高齢者の心身の状況に応じて、本人の選択に基づく、適切なサ―ビス提供の支援）
③権利擁護（悪質な訪問販売等による消費者被害の防止や高齢者虐待防止等）
④包括的・継続的ケアマネジメント支援（地域ボランティア活動の支援やケアマネジャーのネットワークづくり等）
…その他、認知症に関する相談、2025 年問題に向けた超高齢社会を乗り切るために互いに見守り支え合う仕組
み「地域包括ケアシステム」づくりを行っています。

問生活安心課☎22‒9283

問生活安心課☎22‒9283

問地域包括ケア推進課
　☎ 22‒9616

施設名称 住所 電話・FAX

① 基幹型地域包括支援センター　兼
高齢者サポートセンター小山総合

神鳥谷 2251 番地 7
（健康医療介護総合支援センター内） ☎ 31-0211　FAX31-0212

② 高齢者サポートセンター小　山 中央町 2丁目 2番地 21
（保健・福祉センター内 4階） ☎ 22-3061　FAX22-3062

③ 高齢者サポートセンター大　谷 犬塚 2丁目 8番地 12
（犬塚公園跡地） ☎ 30-2421　FAX30-2422

④ 高齢者サポートセンター間々田 間々田 1960 番地 1
（間々田市民交流センター内 1階） ☎ 41-2071　FAX41-2072

⑤ 高齢者サポートセンター美　田 松沼 467番地
（豊田公民館内） ☎ 32-1881　FAX32-1882

⑥ 高齢者サポートセンター桑　絹 羽川 858番地 1
（桑市民交流センター内） ☎ 30-0921　FAX30-0922

　「主任ケアマネジャー」「社会福祉士」「保健師（看護師）」の各分野の専門職が一丸となり取
り組んでいます！
　これらの取組みを各地区の高齢者サポートセンターが中心となり、サポートします！！



広報小山 2019.5月号　4

託児・子育てボランティア入門講座受講生募集 
　講座・講演会などに子育て中の方が安心して参加できるよう、託児を行うボ
ランティアの入門講座です。子どもとの楽しいコミュニケーションの取り方等
を学べます！
会場　小山市まちなか交流センター
「おやま～る」研修室
（城山町 3-7-5 城山・サクラ・コモン２階）
定員　20人程度（学生や男性の方もご参加
いただけます） ・参加無料
講師　おやま～る職員、保育士、救急救命士     
申込み　お電話・ファックスにて　（定員に達し次第〆切）

問市民活動センター
☎20-5562・FAX028-333-1318

いっぱいあるよ！子育て支援の場
　小山市は　「子育てにやさしいまちづくり」に取り組んでいます。子育てで困ったことや知りたい時に、また、
お友だちをつくりたいと思った時などに、お出かけください。
1．子育てひろば（合言葉は「あなたの元気が子どもの元気！」）　問こども課☎22‒9614・9615
　特設の子育てひろば（8カ所）と常設の子育てひろばを開設しています。

2．子育て支援相談室ほほえみ　問ほほえみ☎22‒3477
　保育士等有資格者のスタッフが育児相談、訪問相談、情報の提供などを実施しています。
　場所　城山・サクラ・コモン 2階（城山町 3‒7‒5）　開設日　年末年始を除く毎日／ 8:30 ～ 17:00
3．地域子育て支援センター
　未就園児の親子を対象に、保育園で開設している子育て支援センターです。

4．講座等の実施  ＊パパといっしょ　問こども課☎ 22‒9614・9615
　父親の育児参画・子育てを応援します。‘イクメンパパ’のご参加をお待ちしています。 

ひろば名 場　所 対　象 日　時
思川 道の駅思川評定館 3カ月以上 1歳未満 毎月第 1・3火曜日／ 13:30 ～ 15:30
ふれあい道場 道の駅思川評定館（今年度は道の駅思川）1歳以上未就園児 毎月第 2・4木曜日／ 9:30 ～ 11:30
小山ひがし 小山東出張所

3カ月以上未就園児

毎月第 1・3木曜日／ 9:30 ～ 11:30
しらさぎ 間々田市民交流センター 毎月第 1・3火曜日／ 10:00 ～ 正午
うさぎっこ 小山城南市民交流センター 毎月第 2・4金曜日／ 9:30 ～ 11:30
つむぎっこ 絹公民館 毎月第 1・3月曜日／ 10:00 ～ 正午
かるがも 桑市民交流センター 毎月第 1・3木曜日／ 10:00 ～ 正午
おおやっこ 大谷公民館 毎月第 2・4月曜日／ 9:30 ～ 11:30
すまいる 城山・サクラ・コモン 子育て支援総合センター

未就園児
年末年始を除く毎日／ 8:30 ～ 17:00

にっこり 桑市民交流センター 毎週火・金（祝日を除く）／　9:00～ 16:00

名　称 問合せ
こぐまクラブ こぐま保育園☎28‒1189
えくぼちゃんクラブ さくら保育園☎23‒7068
マロンのいえ 黒田保育園☎32‒8254

名　称 問合せ
ミッキークラブ こばと保育園☎27‒0209
いちごクラブ 小山西保育園☎37‒0102

月日 時間 内容
① 6/3 ㈪ 10:00 ～正午 ・ボランティア活動とは？

② 6/17 ㈪ 10:00 ～正午 ・子どもの成長と発達に合わせた接し
方のポイント

③ 6/24 ㈪ 10:00 ～正午 ・子どもの救急対応

とちぎ結婚支援センター小山のご案内
内　　容　結婚を希望する男女が、自身のプロフィールを登録（会員登録）、お相手情報を閲覧し、お引き合わせ
　　　　　を申込み、相手が承諾された場合、お引き合わせをします。
場　　所　ロブレビル 6階駅側エレベーター隣（ピンク色の扉が目印です）
開所時間　10:00 ～ 18:00 （休館日は水曜日、お盆、年末年始）
対 象 者　① 20歳以上の独身男女（県内に在住・在勤の方、または結婚後県内に居住可の方も対象）
　　　　   ②マッチングシステムにアクセスできるインターネット環境やメールが利用できるパソコンもしくは   
                  スマホをお持ちの方
会員登録　①事前にセンターホームページから入会の予約を行う。
　　　　    ②予約日時に必要書類、入会登録料 10,000 円（2年間有効）を持参しセンターに来所。

問とちぎ結婚支援センター小山☎38-7213
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みんなで救急医療を守ろう！
小山の救急医療の現状
1.日中より空いているなどの理由から、軽症でも夜間や休日など時間に関係なく救急外来を受診する方が増加し
ています。患者さんが集中すると、緊急に治療や手術が必要な患者さんへ適切な医療を提供することが難しく
なってしまいます。
2.緊急性のない救急車の利用が増えることで、本当に救急車が必要な人へ出動させることができなくなっています。

　市の地域医療を守り育てるため、新小山市民病院、小山地区医師会等と協力し、健康
と医療を学ぶ機会として｢第4期おやま地域医療健康大学｣の受講者を募集します。卒業
後は｢小山の地域医療を考える市民会議｣等に参加していただき、市と協働で地域医療を守り育てていきましょう。

日　時 内　容
7月6日㈯ 13：30～16：00 入学式・【公開講座】予防医学に関する講話（養生訓）
7月20日㈯ 10：00～12：00 かかりつけ医制と医療機関の役割について・新小山市民病院の見学
8月3日㈯ 13：30～15：00 【公開講座】「歯科に関する講話」歯と口の健康
9月7日㈯ 13：30～16：00 【公開講座】漢方と食に関する講話

9月21日㈯
13：30～15：00 【公開講座】フレイルを防ぐ(運動と食事)
15：00～16：00 グループワーク

10月12日㈯ 10：00～12：30 成果発表会（グループワーク）と講話
会　場：健康医療介護総合支援センター (神鳥谷2251-7)
対　象：小山市に在住、在勤、通学している地域医療や健康に関心があり、卒業後、市の地域医療の推進に協力
　　　　できる方(原則全日程参加)※卒業生は再受講不可
定　員：先着40人   受講料：無料
申込み：6月5日㈬までに健康増進課地域医療推進室へ直接もしくは電話(27-0500)

　健康推進員は各自治会から推薦、そして市長から委嘱を受け、「地域健康づくりリーダー
および行政のパートナー」として市民の健康づくりを広める活動をしています。平成27年
度には20周年を迎え、更なる活動の飛躍に尽力しています。
●健康推進員会の活動って？
1.身近な地域単位での健康推進事業の普及・啓発
2.地域の実態に応じた健康づくり活動の展開～地域の健康実態を把握し、地域において健康教室等を開催～
3.保健福祉行政とのタイアップによる健康増進事業の推進～市が行なうイベント等に参加協力していきます～
4.地区社協・いきいきふれあい事業等の地域における健康づくり活動への協力
●健康推進員を体験して「生活習慣を意識して変えることができた」「新たな仲間ができた」「地域のことを知る
ことができた」など健康推進員会の活動にご注目ください！

第 4期おやま地域医療健康大学の受講者募集

ご存知ですか？健康推進員！

問健康増進課☎27‒0500

問健康増進課☎27‒0500

問健康増進課☎22‒9607

市民の皆さまへ4つのお願い
1.かかりつけ医をもとう！
いざという時頼りになるのが｢かかりつけ医｣です。体の不調を感じた時は早めに相談し、日頃からご自身の健
康管理に努めましょう。
2.出来るだけ診療時間内に受診しよう！
救急医療は緊急事態に備えるためのもので、少人数の診療体制となっています。専門的な診療が受けられない
ことが多くありますので、緊急時以外に救急医療を利用することは避けましょう。
3.｢夜間休日急患診療所｣｢在宅当番医｣を活用しよう！
比較的症状が軽い場合は、｢夜間休日急患診療所｣・｢在宅当番医｣をご利用ください(診療日時等は広報、市ホー
ムページに掲載しています)。
4.救急車を正しく利用しよう！
緊急性があり本当に必要なときは119番通報して救急車を呼んでください
救急車が来るまでに用意しておくとよいものとして、保険証・お薬手帳・お金・靴などがあります。
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◆新庁舎建設（着工）
問総合政策課本庁舎整備推進室☎22‒9347

　予想される災害への対応など、市民の安全を守る拠
点施設とするとともに、分散化した庁舎機能を集約し、
市民サービスの向上や行政事務の効率化を実現させるた
め、国の「市町村役場機能緊急保全事業」を活用し、
2020年度末までに現在地への本庁舎の建替えを目指
し、事業を進めています。1月に新庁舎の「基本設計」
を決定後、引き続き、「実施設計」を進めており、本
年、夏以降に建設工事に着手していく予定です。
◆国営かんがい排水事業栃木南部地区

問農村整備課☎22‒9263
　基盤整備された優良農地である思川西部地区の湛水
被害の解消を図るため、栃木県では29年ぶり県南地域
では初となる国営事業として、国営かんがい排水事業
「栃木南部地区」が実施されており、荒川排水機場の
建設工事に続き、今年度から与良川統合排水機場建設
工事に着手します。
◆排水強化対策：河道整備（豊穂川）

問建設政策課☎22‒9825
　豊穂川の整備は、国・県との協議等の結果、思川合
流点から大日橋までの約1.2㎞の区間を一級河川に指
定して、国土交通省所管の交付金事業である「都市基
盤河川改修事業」を導入し、「河道拡幅」、「堤防整
備」および「樋門増設」の整備を実施します。
　今年度は、7月に一級河川に指定される見通しであ
るほか、河道の計画線が明確になった段階で説明会を
行い、河道の詳細設計を実施します。
◆排水強化対策：水位監視カメラ（杣井木川排水機
場、杣井木泉橋、石ノ上橋、新間中橋）

　　　　問建設政策課☎22‒9825
　水位監視カメラは、台風等の大雨により河川の水位
が上昇したときに、河川の水位状況を確認するために
設置するものです。
　河川の増水時は、消防団等が堤防の巡視による警戒
にあたることとなっていますが、堤防の巡視に併せ、
水位監視カメラで河川の水位状況を収集することによ
り、災害対応に使用するものです。
◆防災体制の強化：防災備蓄物資（液体ミルク配備）

問危機管理課☎39‒6684
　平成28年熊本地震の際に、フィンランドから救援物
資として被災地に届けられ、粉ミルクのようにお湯で
溶かして冷ます必要がないため、災害発生直後のお湯
が十分に準備できない状況でも、すぐに乳児に飲ませ
ることが可能なことから、平成30年の制度改正によ
り、2019年の今春から国内でも製造・販売が開始と
なることから、災害に備えて乳児に対する「液体ミル
ク」を防災備蓄品目に加え、備蓄を開始します。
◆ブロック塀等安全対策助成事業

問建築指導課☎22‒9233
　道路に面したブロック塀等の撤去工事や撤去工事お
よび軽量な塀等を設置する工事に対して補助金を助成す
ることにより、地震発生時等におけるブロック塀等の倒
壊による被害の軽減を図り、市民の安全を確保します。
◆空き家等対策：新モデル事業（地域サロン、地域活動）
　　　　　　　　　　　　 問建築指導課☎22‒9824

　空き家の多用な利活用を目的として、駅前やまちな
かで使われずに眠っている空き家を活用し、子どもか

2019年度　小山市新規施策シリーズ（1） 問…問合せ先

らシニアまで多世代の市民が集うサロンや活動拠点施
設としてモデル整備することにより、市民の交流促進
やまちなかのにぎわい創出を図ります。
◆消防力強化（消防団車両更新・高規格救急車更新）

問消防本部総務課☎39-6653
　火災、救急等の災害対応能力を強化させるため、普
通免許で運転可能な車両総重量3.5トン未満の消防団
消防ポンプ自動車2台（第8分団1部（粟宮）、第18分
団2部（福良））と大谷分署の高規格救急自動車を老
朽化したため更新整備し、市民の生命身体を災害から
護るとともに、被害の軽減を図ります。
◆祝小山市制65周年小山市総合防災訓練

問危機管理課☎39‒6684
　防災関係機関との連携による災害発生時の様ざまな
被害への応急対応力の強化、広域的な対応力の検証、
市民の防災意識の高揚と知識の向上を図る目的で、災
害時応援協定を締結している市内各事業者における自
己完結型訓練および情報伝達訓練を盛り込んだ、「祝
小山市制65周年小山市総合防災訓練」を9月7日㈯に
実施します。
◆未病対策推進　　　　　　問健康増進課☎22‒9607
　「未病」とは、発病に至らないものの軽い症状があ
り、健康と病気の間を行ったりきたりする状態で軽い
うちに異常を見つけて病気を予防するという考え方で
す。生活習慣病や老化に伴う虚弱化が大きな問題と
なっています。脂質異常症や糖尿病・高血圧なども
「未病」の1つと考えることができ、より重い病気を
発病させないための治療や早めの養生が大切です。
「健康寿命」の延伸を目指し「未病」予防の講演会等
を開催します。
◆東城南小学校開校　　　　問教育総務課☎22‒9645
　2019年4月より、城南地区に「小山市立東城南小
学校」が開校しました。市内の新設小学校としては、
昭和59年に設立した若木小学校と間々田東小学校以
来、35年ぶりとなります。同校は、「子どもたちが主
体的に学び、豊かに表現できる学校」、「安心で安全
な学校」、「地域コミュニティの拠点となる学校」を
基本方針とし、開校時の児童数は598人で新たな歴史
を築いていきます。
◆小・中・義務教育学校ＩＣＴ環境整備（タブレット等）

　　　　　　　   　　　 問教育研究所☎21‒0200
　未来を担う子どもたちに情報活用能力を育成する
ため、今年度は、小学校6校にモバイル通信対応タブ
レット端末を1クラス分ずつ導入します。校内学習の
他、校外学習や遠足、修学旅行などで、情報検索や道
案内などに活用していきます。また、整備済みのタブ
レット端末を有効活用するため、小・中学校16校に無
線ＬＡＮ環境を整備します。来年度以降も、順次拡充
していく予定です。
◆小山市立体育館整備　 問生涯スポーツ課☎21‒2695
　「市民ひとり1スポーツ」を推進し、市民が気軽に
スポーツを楽しむ施設として、また、2022年の「いち
ご一会とちぎ国体」の会場となる施設として、2021年
7月の完成を目指し、事業を進めています。整備にあ
たっては、本市初となるPFI方式により、民間の資金
やノウハウ等を活用した効率的な施設の整備及び運
営・維持管理を実施していきます。本年度から造成工
事を行っており、6月以降に建設工事に着手していく

　　市民生活の安全・安心・健康づくり・医療・保健・スポーツ・
　　教育・福祉対策の推進



予定です。
◆国史跡・琵琶塚古墳の実施設計について

問文化振興課☎22‒9669
　飯塚地内に所在する栃木県最大級の古墳である国史
跡・琵琶塚古墳の整備に向けて、小山市国史跡琵琶塚
古墳、摩利支天塚古墳整備委員会および専門部会を開
催し協議を進め、整備の基礎となる琵琶塚古墳整備基
礎設計を策定しました。
　実施設計は、基本設計を基として、実施工事に必要
となる詳細な設計図の作成や、工事費の積算等を行
い、整備をより具体的な内容にしていきます。
◆第4期小山市地域福祉計画策定 問福祉課☎22‒9612
　現在、第3期小山市地域福祉計画に基づき、「支え
合おう地域の輪、創り出そう福祉文化」を基本理念と
した地域福祉の増進に努めています。この計画が2020
年度に終了することから、次期計画を策定し一層の地
域福祉を推進します。
　本年度は、市民意識や地域福祉活動の実態を把握す
ることを目的とした市民アンケート調査を実施し、
2020年度の計画策定に着手します。
◆低所得者・子育て世帯プレミアム付商品券発行事業
問福祉課・子育て包括支援課☎22‒9612・22‒9634

　消費税率の10%引上げによる低所得者や子育て世帯
への消費の影響緩和と消費を喚起・下支えするため、
2019年度住民税非課税の方(住民税課税者の扶養親
族、生活保護者を除く)および平成28年4月2日以降に
生まれた子のいる世帯主を対象にプレミアム商品券の

販売を実施します。
◆認知症スクリーニング検査　

問地域包括ケア推進課☎22‒9853
　認知症の早期発見および状態に応じた適切な支援を
推進するために、小山医師会の協力を得てに認知症簡
易検査を実施します。また、市民一人ひとりが認知症
の予防活動に取り組めるよう認知症予防講演会を開催
します。
◆小山市見守り・支え合い推進補助金　

問地域包括ケア推進課☎22‒9647
　市では、2019年度より、地域の日常的な見守り・
支え合い体制づくりの推進を図るため、高齢者等の見
守りや日常生活支援等の支え合い体制を整備し、活動
を実施する自治会に対して、必要な経費の一部を補助
します（補助額:1自治会あたり初年度5万円、翌年度
以降は3万円を上限とします）。
◆多文化共生社会推進事業　

問市民生活課国際企画交流係☎22‒9278
　2019年4月1日から出入国管理及び難民認定法の一
部を改正する法律が施行され、今後は在住外国人の増
加が見込まれています。このため、2019年度は、外国
人の一層の増加を見据え、日本人と外国人が共に幸せ
に暮らすことができる多文化共生社会・小山を実現す
るための「多文化共生推進計画」を策定するととも
に、外国人が暮らしていくための情報を一冊にまとめ
た「市民便利帳ダイジェスト英語版」を作成し、外国
人への情報伝達に努めます。
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関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成する4県3市2町（栃木県栃木市、野木町、茨城県古河市、
埼玉県加須市、群馬県板倉町）のイベント等の情報です。

問秘書広報局☎22‒9353

　国指定重要文化財「野木町煉瓦窯」のグランドオー
プン３周年を記念し、昨年好評を博したフラワーカー
ペットやクラシックカーイベント、煉瓦窯deマルシェ
など、たくさんのイベントを予定していますので、皆さ
ま奮ってご参加ください。
日時　５月18日㈯・19日㈰９時～17時　
※開会式：18日㈯10時　　閉会式：19日㈰16時
場所　野木町煉瓦窯および野木ホフマン館
問野木ホフマン館☎0280-33-6667

野木町（栃木県）野木町煉瓦窯３周年感謝祭

板倉町（群馬県）春の揚舟　谷田川めぐり
　船頭が一本の竹ざおを使い、木舟の揚舟を鮮やかに操船しながら谷田川をゆっくりと周遊します。舟の上から、水
場いたくらの心休まる景色をお楽しみください。
運航期間　5月1日㈬～5月6日㈪までの毎日と、6月30日㈰までの土・日・祝日　
場所　群馬の水郷（板倉町岩田2941-3）　乗船料金　1人1,000円（小学生以下は無料）
出航時間　10時、11時、正午、13時、14時、15時、16時の1日7便　乗船時間　約１時間
問板倉町産業振興課商工観光係☎0276-82-1111

栃木市（栃木県） うずまの鯉のぼり

　情趣あふれる蔵の街並みと巴波川を背景に、1151
匹の鯉のぼりが風にたなびく圧巻の光景をぜひお楽
しみください。
期間　5月10日㈮まで
場所　巴波川周辺（栃木市横
山郷土館～うずま公園）
問ＮＰＯ法人蔵の街遊覧船
☎0282-23-2003

　古河市ゆかりの作家の作品から、絵画を中心に展
示紹介します。無料。
期間　6月4日㈫まで　
時間　9時～17時（入館は16:30まで)
場所　古河街角美術館（古河市中央町2-6-60）
問古河街角美術館☎0280-22-5911

古河市（茨城県） 古河市ゆかりの作家たち

　「クライミングのまち」加須市にクライ
マーが集結！日ごろ鍛えた身体と技で完登
を目指す、熱い戦いをぜひご覧ください。
日時　5月26日㈰　
　　　8時30分開会式　競技開始9時
場所　加須市民体育館（加須市下三俣590）
問加須市民体育館☎0480-62-6123

加須市（埼玉県）加須市合併10周年記念第20回リードKazoクライミングカップ2019
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小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

新元号・典拠「万葉集」から「令和」に
～彷彿される古代小山の文化の高さ！～

　政府は 4月 1日の臨時閣議で「平成」に代わる新し
い元号を「令和」に決定し、即日、元号を改める政令
が公布されました。皇太子様が新天皇に即位する 5月
1日午前０時に施行されます。
　新元号の出典は、奈良時代に完成した歌集「万葉集」
で、「令和」は「大化（645 年）」以降、248 番目の元
号で、「万葉集」の「梅花の歌 32首」の、漢文で書か
れた序文にある「初

しょしゅん

春の令
れいげつ

月にして、気
き よ

淑く風
かぜやわら

和ぎ、
梅
うめ

は鏡
きょうぜん

前の粉
こ

を披
ひら

き、蘭
らん

は珮
は い ご

後の香
こう

を薫
かお

らす（初春令月、
気淑風和、梅披鏡前之粉、蘭薫珮後之香）」の文言を出
典としています。平成までの元号で確認された計 77の
出典は、全て中国の古典（漢籍）でした。日本の古典（国
籍）からは初めてのことです。
　新元号「令和」の典拠「万葉集」は天皇や皇族から
傑出した歌人、西国の防衛に当たる庶民兵士の防人、
農民まで幅広い階層の人々の歌を約 4,500 首集めた日
本で最初に編纂された歌集で、漢字の意味ではなく、
音を借りた「万葉仮名」で歌を記しています。
　今回引用されたのは、歌われた場面などを紹介する
ため漢文で記された序文で、天平 2（730）年正月に九
州・大宰府長官の大伴旅人邸で開かれた宴席の歌会で
詠まれた、梅に関する歌 32首の序文として寄せられた
ものです。
　この万葉集に寒川郡（当時、下野の国には寒川郡を
はじめ 9郡があり、寒川郡には真

ま き ご う

木郷（現在の間々田
地区）、努

む ぎ ご う

宣郷（現在の野木町）、池
い け べ ご う

辺郷（現在の寒川・
生井・部屋地区）の３郷がありました）出身の防人、
寒川郡 上丁 川上臣老の歌が載せられています。
　
　　旅

たびゆき

行に　行くと知らずて　母
あもしし

父に　
　　　　　　　　　　　言

こともう

申さずて　今ぞ悔
くや

しけ

　意味は、「長い旅に行くとは知らないで、父母に別れ
も言わずに出発してしまった。今になって悔やまれる。」
という内容です。
　万葉集には 84首の防人の歌が載って
いますが、小山市出身者の歌があること
は、当時から小山地域の文化が高かった
ことを彷彿させるものです。
　新元号の典拠「万葉集」に注目が集まっ
たことにより、はからずも古代の小山地
域の文化の高さが彷彿されるに至ったこ
とを誇りに思います。
　なお寒川出身の防人の歌碑が、式内社
「胸形神社」の境内に設置されています。
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県内初！栃木市・小山市広域公営路線バス相互乗入
　小山市は、平成 30年より強化した「栃木市との連携」
推進をはじめとする「県南 50万中核都市」の実現を目
指し、栃木市との連携強化の第一弾として、3月 13日
㈬、県内初、両市のコミュニティバス、2路線の相互
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瀬遊水地を経由し栃木市の部屋南部桜づつみ公園まで
乗り入れる「渡良瀬ライン」を新規に運行。同公園ま
で延伸する栃木ふれあいバスの「部屋線」と接続します。
　二つ目の路線は、栃木市
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線」が小山市との行政界を
越えて小山西高等学校へ延
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と接続します。
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は 4月 6日㈯・7日㈰、第四陣は 13 日㈯・14 日㈰と
開催されました。
　いずれの開催日にも、会場となった、東京から新幹

線で 41 分、JR 小山駅から
わずか 500m にある 2ha も
の芝生広場、小山御殿広場に
は、市内外から多くのラーメ
ンファンが訪れ、全国から集
まったラーメンを味わってい
ました。

渡良瀬地区 市制 65 周年記念桜の里親記念植樹祭
　小山市の桜堤整備は、小山市の原産の市の花「思川桜」
を小山のブランドとして全国に発信し、そして、市内を
流れる思川の堤防が多くの方々に愛され親しまれる憩い
の場となるよう、平成 13年より実施しています。
　3月 23 日㈯の植樹祭により、渡良瀬地区に、45 人
の里親の皆様のご協力に
よって 50 本の思川桜を植
樹しました。このことによ
り、桜の里親制度によるオ
モイガワザクラの植栽は、
2,111 本となりました。
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第1回小山市議会定例会報告平成31年 
市議会定例会が2/19㈫～3/18㈪に開催されました。今回の議会で審議された主なものを紹介します。
■平成31年度小山市一般会計予算
　地方自治法第211条第1項の規定により、小山市一般会計予算について、議会の議決を求めるもの
予算総額644億円（対前年度比7.6%増）
■平成30年度小山市一般会計補正予算（第4号）
　地方自治法第218条第1項の規定により、小山市一般会計補正予算について、議会の議決を求めるもの
補正予算額 △11億3,396万5千円　　補正後予算総額596億1,658万7千円
■字の区域の変更及び町の区域の設定について
　小山栃木都市計画事業思川西部土地区画整理事業の換地処分に伴い、当該区域の一部を土地区画整理事業実施後
の形状に沿った合理的な町の区域に設定することについて、地方自治法第260条第1項の規定により、提案するもの
（1）内容　大字立木の区域の一部を城西（じょうさい）1丁目及び2丁目に変更する
（2）効力発生日　換地処分の翌日

　昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施行されたことを記念して、この日を「人権擁護委員の日」と定め、人権
尊重の啓発活動などを行っています。市内には14人の人権擁護委員がおり、毎月人権相談を行っています。毎日
の暮らしの中で起こる様ざまな問題に、人権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られます。

問人権推進課☎22‒9292

「人権擁護委員の日」特設相談のご案内
日時　5/29㈬10:00 ～ 15:00　　会場　市役所本庁舎・地下相談室

☆人権擁護委員の啓発活動☆　小学生向けの「なかよし学習会」
　2/17㈰に城北児童センターで紙芝居『白い魚とサメの子』を使用し、「いじめを
なくすために、みんなで考えよう」をテーマに開催しました。
＜参加した児童の感想＞
○白い魚のような人がいたら、自分が友だちになって一人ぼっちにさせない。ピアノ
をもっと上手にして、自分の個性として大切にしていきたい。（旭小学校５年 越生真央）
○いじめはぜったいにダメだし、人をきずつけるいやなことだと思う。（小山城北小学
校3年 五月女貴良）
○「自分にしかできないこと」を考えて、みんながそれぞれ持っている個性で助け合って、良いクラスを作りたい。
（旭小学校5年 石田結夢）

6月1日は人権擁護委員の日です

交通事故などで国保を使う場合は
必ず届出をしてください！

☆地域活性化事業☆　「人権の花」運動
　今年は小山城北小・小山城東小・大谷南小・間々田東小・網戸小・穂積小・羽川小の7校を人権擁護委が訪問し、
花苗の贈呈と人権講話を実施します。

※通常の人権相談は毎月第2金曜日
　に実施しています

　交通事故、ケンカ、食中毒、他人の犬に噛まれてケガをした場合など、自分以外の第三者の行為が原因の傷病
を国保で治療する場合は、国保年金課へ「第三者行為による傷病届」の届出が必要です（届出を行わないと保険
証は使えません）。
※交通事故の場合は、加入されている損害保険会社で届出ができる場合もありますので、損害保険会社へご相談
ください
【届出に必要なもの】
①保険証、②世帯主の印鑑、③交通事故証明書
その他診断書や医療費の請求書、相手方の加入する損害保険（自動車・自転車保険、個人賠償責任保険など）の
情報など参考となる資料がある場合はお持ちください。
【届出の際の注意点】
・同乗していた自動車が事故に遭い負傷した場合、相手（加害者）が家族や親戚の場合、自分に過失がある場合
などでも届出が必要です。
・相手と示談する前に、国保年金課にご相談ください。
・飲酒運転や無免許運転などご自身の不法行為が原因の場合は、国保は使えません。
【労働災害・通勤災害について】
仕事中や通勤途中に負傷した場合は、原則として労災保険が適用になるため、国保は使えません。

問国保年金課 ☎22‒9415

問行政経営課 ☎22‒9313
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おやま・まちづくり出前講座をご活用ください

おやま市民大学受講生募集

祝 小山市制65周年記念事業 市民オペラ「小山物語」
に出演しませんか！キャスト・合唱団員等を募集

問生涯学習課☎22-9666

　市民の皆さまのご要望に応じて講師が出向きます。市の行政に関するメニューのほか、
市内高等教育機関・税務署および病院による専門的なメニューもございます。

対　象　市内在住等の 10人以上の団体
会　場　市内公共施設・自治会公民館・企業・個人宅等 　※備品はご準備ください
講師料　無料　※材料費等かかる場合があります

2019 年度は 139種類の講座をご用意しております。
詳しくは、公民館等にあるパンフレット、または市ホームページをご覧ください。

講座例   「悪質商法に気をつけて」「やさしく学ぶ経済学」「おしっこの悩みこっそり教えます」
　　　　「洪水ハザードマップの活用について」「からだスッキリ！運動教室～地域版～」
　　　　「楽しくわかる終活講座」
　　　　「ごみをへらそう (こども向け )」「夜空の星や太陽を見てみよう」「親学習プログラム」
　　　　「子どもから高齢者までのニュースポーツ体験」「子どもと読書」「折り紙体験教室」 

仲間と楽しく学んでみませんか？
・寺野東遺跡から学ぶ縄文文化養成コース
縄文文化を学び体験し発信しよう～ 「寺野東遺跡の概要」「縄文時代の社会生活」「視察研修」
「縄文文化の発信について」等
・現代的課題コース～考えよう！今ホットな社会問題～
近頃、よく耳にする様ざまな世の中の問題。私たちに何ができるのか一緒に考えてみませんか？
募集期間　5 月 16日㈭～ 6月 7日㈮
詳細は、市内各施設に配布するパンフレットや、市ホームページをご覧ください。

　祝 小山市制 65周年記念事業として、小山の歴史にちなんだ創作市民オペラ「小山
物語」の公演を 12月に予定しています。このオペラに出演するキャスト、合唱そして
オーケストラ団員を募集します。
○キャストの募集について
応 募 資 格　市内在住・在勤者、市出身者、近隣市町在住の方
応 募 期 間　5月 20日㈪必着
オーディション　5月 26日㈰ 19時から文化センター小ホールで実施予定
参　加　費　3,000 円
○合唱・オーケストラ団員の募集について
応募資格・応募期間はキャストと同じ
※募集要項、申込書等詳しくはホームページでご確認ください。また、当課または各出張所にもあります
申　込　み 　申込書を文化振興課へ提出。

問文化振興課☎22-9662

問生涯学習課☎22-9666

出前講座

市ホームページ
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問市民生活課☎ 22‒9248

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）をご活用ください
　市では、コミュニティの活性化に活用していただくために自治総合センターが実施
する宝くじ社会貢献広報事業「コミュニティ助成事業」に積極的に取り組んでいます。
1.助成の種類　
①一般コミュニティ助成事業～ 100万円以上250万円まで
　コミュニティ活動の促進を図り、自治意識を盛り上げることを目的とし、コミュニティ活動に直接必要な設備
　等（建築物、消耗品は対象外）の整備に関する事業
②コミュニティセンター助成事業～事業の5分の3以内で上限1,500万円
　コミュニティ活動を積極的に推進・発展を図るため、住民の需要の実態に応じた機能を有するコミュニティ施
　設（自治会公民館等）の建設・大規模修繕およびその施設に必要な備品の整備に関する事業　
③青少年健全育成助成金～ 30万円から100万円
　青少年の健全育成に資するため行う、親子で参加するソフト事業
2.事業の実施主体　市または自治会・コミュニティ組織
3.事業の実施期間　2020年度内
4.申込み　7/31㈬までに市民生活課へ連絡（団体名、代表者、事業内容、申請金額等を確認します）。詳細につ
いては自治総合センターホームページ（http://www.jichi-sogo.jp/lottery/comunity）の昨年度の実施要綱を
参考にご覧ください。今回の実施要綱は自治総合センターにて9月頃迄に作成される見込みです。作成され次第、
申込団体様にご案内します。
※審査が行われますので、必ず採択されるものではありません

おやま田んぼアート　田植え体験参加者募集中
日程 会場 募集人数(先着） デザイン
6/2㈰ 美田会場 200人 リボンの騎士・鉄腕アトム
6/2㈰ 間々田会場 200人 間々田のじゃがまいた
6/8㈯ 渡良瀬遊水地会場 200人 政光くん・寒川尼ちゃん＆とち介
6/8㈯ 絹会場 200人 弱虫ペダル

参 加 費　1人1,000円（軽食・保険代込み）
申し込み　田植え体験日3日前までにインターネッ
ト・申込書にてお申込みください。
※詳細は、市ホームページ
　をご覧ください。

問農村整備課☎22‒9262

小山駅
小山市役所

美田会場
200人

渡良瀬遊水地会場
200人

絹会場
200人

間々田会場
200人

会場マップ　※写真はイメージです

昨年の田んぼアート作品

おやまサマーフェスティバル 2019 第 68 回小山の花火

1.市民花火・ナイアガラ花火、個人スターマインの募集
①お祝い事や願い事をかけて、市民花火・ナイアガラ花火→大会パンフレットに
　メッセージを掲載します。（1口2,000円から）
②思いを伝える！個人スターマイン→大会パンフレットにメッセージを掲載しま
　す。会場でメッセージを読み上げ、スターマインを打ち上げます。
　5/31㈮までに市商業観光課、市内各出張所、市観光協会、小山商工会議所、間々
田商工会、小山市美田商工会、桑絹商工会に設置してある申込書にご記入のうえ、現金を添え
てお申込みください。
2.有料観覧席の増設（2019 ～）のお知らせ
　安全で楽しみやすい花火大会の実現に向けて、①観晃橋下流左岸（市役所側）の北側階段・
ベンチ部分を、階段席等の有料観覧席とさせていただきます。
　また、②左岸河川敷の芝生南側部分（約4,500㎡）を「小山の花火応援エリア（有料）」と
して花火大会への協賛募金エリアとさせていただきます。詳しくは広報7月号と一緒に配布さ
れる花火大会パンフレットでご確認ください。なお、有料観覧席のチケットは、6/1㈯から販
売開始予定です。詳しくは公式サイトおよびチケットセンターホームページをご覧ください。

問おやまサマーフェスティバル2019実行委員会事務局（商業観光課内）☎22-92737 月 28 日㈰開催！



問文化振興課☎22‒9669

　渡良瀬遊水地の湿地環境を保全するため、関係機関・団体やボランティアのご協力のもと、希少植物の生育に
悪影響を与えるセイタカアワダチソウ等の除去活動を実施します。
【実施日】  【実施場所】
①5月18日㈯　7:00 ～受付開始  渡良瀬遊水地第2調節池内環境学習フィールド3
②7月13日㈯　6:30 ～受付開始  ※申込不要（当日会場にて受付）
③12月1日㈰　8:30 ～受付開始  ※汚れてもよい服装（長袖・長ズボン）と長靴で
④2020.2月22日㈯　8:30 ～受付開始  ご参加ください。軍手・鎌をお持ちの方はご持参ください
表彰　2018年度に実施したすべての除去作戦に5人以上で参加いただいた次の皆さまへ感謝状を贈呈します（今
年度も同要件で実施します）。アクリーグ(株)、(株)足利銀行、思川西部土地改良区、小山北桜高校、大和ハウス
工業(株)、(株)栃木銀行、(株)巴コーポレーション、日本無機(株)、水戸証券(株)、郵便局、(株)ヨロズ栃木

　遺跡地内での宅地造成など工事については、事前に協議のうえ、文化財保護法の届出および確認調査が必要と
なります。遺跡分布図は、「おやまわが街ガイドマップ」から、ご覧いただけますので、ご確認ください。詳細に
ついてはお問合せください。
実施条件　事業計画が明確で、面積が5,000㎡未満の更地を対象とします。
　※森林法・農地法にかかる土地の場合は、事前に解除・転用手続きをお願いします
提出書類　①調査依頼書②案内図③公図写し（正本） ④実測図⑤登記事項証明書（正
本） ⑥事業計画図（位置図・平面図・配置図） ⑦現況写真（2方向・各1部） ⑧土地所
有者承諾書（1部）※①と⑧の書式はホームページの「申請・手続き」の「文化・ス
ポーツ・生涯学習」から印刷可能。
提出先　毎月第2火曜日に中央市民会館1階文化振興課文化財係へ直接持参

2019年度渡良瀬遊水地ヤナギ・セイタカアワダチソウ
除去作戦参加者大募集

国庫補助による埋蔵文化財確認調査

資源・ごみ分別アプリ「さんあ～る」配信中！

広報小山 2019.5月号　12

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22‒9354

　4月から資源・ごみ分別アプリ「さんあ～る」を配信しています。お手持ちのスマートフォ
ンを利用して、ごみの分別方法や収集日を調べることができ、日本語のみならず、英語、中国語、韓国語、スペイン語、
ポルトガル語でも確認することができます。

問環境課☎22‒9286

～いざという時に頼りになるのは隣近所です～

自治会に加入して地域づくりに参加しましょう！
　自治会では地域住民の交流と親睦を深めながら明るく住みよいまちづくりのため様ざまな活動をしています。
ぜひ地域の活動に参加・協力し、安全で安心して暮らせるまちづくりを進めていきましょう。

●広報紙等の配布　自治会を通して広報小山や地域の
お知らせ等の情報をお届けします。
●環境美化活動　自治会地域内の清掃活動を行い、清
潔で住みよい環境を作っています。ごみ収集所の設置・
管理も行っています。

●防犯活動　防犯パトロールの実施や防犯灯の設置・
維持管理を行っています。
●親睦活動　運動会やお祭りなど会員どうしの交流を
はかる行事を行っています。
●行政への要望活動　市政懇談会や地域懇談会を開催
し、地域の要望を行政に直接伝えます。

自治会活動の一例

【アプリのインストール】
各ストアより「さんあーる」で検索しダウンロードしてください。
右記のＱＲコードでもダウンロードできます。

【登録方法】　スマートフォンで「さんあ～る」のアプリを検索するか、ＱＲコードからダウンロードし、初期（地
区）設定をします。「栃木県」→「小山市」→「お住まいの地区」の順に選択して登録します。
また、ごみ出し日の通知のＯＮ／ＯＦＦの設定と通知対象のごみ及び通知時間の
設定が可能で、更にインフォメーション通知をＯＮにすることで環境課からのお
知らせを確認できます。

問小山市自治会連合会事務局☎22-9299



13　広報小山 2019.5月号

ト
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
栽
培
し
た
野

菜
を
使
い
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
、
ま
た
、

2
月
に
は
、
秋
に

収
穫
し
た
エ
ゴ
マ

油
代
金
を
運
営
資

金
に
充
て
、
河
津

桜
と
東
伊
豆
観
光

の
一
泊
旅
行
を
実

施
す
る
な
ど
、
親

睦
を
深
め
る
活
動

を
季
節
に
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

桑
地
区
思
桜
会
の
輪
投
げ
大
会
、
交

通
安
全
実
践
コ
ン
ク
ー
ル
、
会
員
作
品

展
示
会
、
お
よ
び
思
桜
会
主
催
の
運
動

会
に
も
積
極
的
に
参
加
、
各
方
面
で
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
と
し
て
、
北
部
公
民
館
の

清
掃
美
化
等
も
会
の
仕
事
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
く
、和
や
か
な
、

は
つ
ら
つ
会
で
す
。

　

多
く
の
会
員
が
参
加
出
来
る
よ
う
、

ク
ラ
ブ
、
生
き
が
い
活
動
を
増
や
し
、

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康

づ
く
り
と
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
会
員
一
同
、
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　

会
長　

山
中　

彰

活
動
内
容
•
加
入
の
問
合
せ

桑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　

桑
出
張
所
☎
22
４
５
５
４

　

私
達
の
喜
沢
北
部
は
つ
ら
つ
会

は
、
小
山
市
の
北
部
桑
地
区
に
あ
り

ま
す
。
所
属
会
員
は
、
現
在
、
男
性

10
人
、
女
性
16
人
で
す
。
来
期
に
は

30
人
以
上
を
目
標
に
勧
誘
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
月
例
会
を
開

き
、
思
桜
会
か
ら
の
連
絡
事
項
、
会

と
し
て
の
事
業
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。
他
に
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
等
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
合

わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

毎
に
参
加
者
を
決
め
サ
ー
ク
ル
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
友
愛
サ
ロ
ン

活
動
と
し
て
、
近
く
の
遊
休
地
を
借

り
て
野
菜
づ
く
り
と
茶
話
会
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
等
の
野
菜
作
り
と
、
健
康

食
材
の
エ
ゴ
マ
を
栽
培
し
ま
し
た
。

種
ま
き
、
植
え
付
け
、
草
む
し
り
、

収
穫
と
日
頃
慣
れ
な
い
仕
事
を
朝
早

く
畑
に
集
ま
り
、
賑
や
か
に
、
協
力

し
な
が
ら
畑
作

業
を
！
少
し
休

ん
で
か
ら
、
美

味
し
い
お
茶
菓

子
や
お
弁
当
を

囲
み
、
茶
話
会

を
開
い
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
12

月
に
は
、
蔓

巻
公
園
オ
ー

喜
沢
北
部
は
つ
ら
つ
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
98

問健康増進課☎22‒9527
第 17 回おやま健康料理コンクール おとな部門 最優秀賞

地域おこし協力隊だより

★栄養価（1人分）　　　　　　　　
エネルギー
(kcal)

たんぱく質
(g)

脂質
(g)

カルシウム
(mg)

鉄
(mg)

ビタミンA
(㎍ RE)

ビタミンB1
(mg)

ビタミンB2
(mg)

ビタミンC
(mg)

食塩相当量
(g)

328 11.0 11.3 54 1.3 396 0.22 0.18 86 2.4

モチモチはとむぎすいとん 
★工夫したところ・PR
したいこと
朝起きてすぐでも、サッ
と食べられる野菜たっ
ぷりスープにしました。
すいとんなので、腹持
ちも良いと思います。

★材料（4人分） ★作り方
1. ボウルにはとむぎ粉と塩を混ぜ、少しずつ水を入れながらこ
　ねる。耳たぶくらいのやわらかさになったら丸めて濡れ布巾
　をかけて休ませる。（水の量は固さを見ながら調整）
2. 野菜を食べやすい大きさに切り、だし汁で煮る。
3. 野菜がやわらかくなったら、はと
　むぎすいとんを一口大のサイズに
　して、鍋に入れる。
4. 5 分位煮て、みそを溶かして入れ
　る。

はとむぎ精白粉………… 120g
塩…………………………… 少々
水………………… 80～ 100ml
にんじん………………中 1/2 本
かぼちゃ………………… 1/4 片
パプリカ………………… 1/2 個
ベーコン…………………… 6枚
ズッキーニ……………… 1/2 本
キャベツ…………………… 2枚
みそ…………………… 大さじ 2
昆布だし汁…………… 1200ml

　小山市地域おこし協力隊「渡良瀬遊水地の観光地化事業」推進担当の伴瀬恭子です。早いもの
で着任して1年4カ月が経ちました。「地域おこし協力隊」は総務省が設立した制度で任期は最長
でも3年、もうすぐ折り返しです。
　さて、この一年で「渡良瀬遊水地」という言葉を聞く機会は増えましたか？私の所属する渡良
瀬遊水地ラムサール推進課では、年間を通して様ざまなイベントを行い、渡良瀬遊水地の魅力に
触れていただく機会を提供しています。野鳥の観察会やサイクリングイベント、外来種の除去活

動にフォトツアーなどジャンルは様ざま。ご自身の興味に合わせてイベントにご参加いただくと、小山の新たな
魅力が発見できて、好きな場所が一つ増えるのではないかと思います。
　「渡良瀬遊水地ってよく知らなかったけど、来てみるといいところだね」と感想をいただくことが多い遊水地。
まずはその存在を知ってもらう、興味を持ってもらうためSNS・ウェブサイトを通じて遊水地の景色やイベン
ト情報を発信しています。ご覧いただいて、実際に足を運んでいただけたらうれしいです。そして感じた、小山
の宝「渡良瀬遊水地」の魅力をぜひまわりの
方にも広めてくださいね。

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22‒9354



●
イ
ベ
ン
ト

お
お
ぐ
ま
座
を
見
つ
け
よ
う
〜
月

を
見
よ
う
〜

日
時　

５
／
11
㈯
19
時
半
〜
21
時

会
場　

生
井
公
民
館
※
駐
車
場
は

J
A
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
O
Y
A 
M
A

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
と
な

り
ま
す
。
当
日
、
実
施
時
刻
の
１

時
間
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
当
日
、
11
時
〜
12
時
半
に
、
博

物
館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会
も

実
施
し
ま
す

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

日
本 

和
食
︵
日
本
料
理
︶

サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
i n
小
山

日
時　

５
／
26
㈰
10
時
〜

会
場　

高
椅
神
社
（
高
椅
７
０
２

‐
１
）

内
容　

料
理
の
祖
神
（
お
や
が

み
）
が
鎮
座
す
る
高
椅
神
社
を
会

場
に
、
和
食
（
日
本
料
理
）
の
展

示
、
庖
丁
式
、
和
食
講
習
の
実

演
、
和
食
の
試
食
、
普
及
啓
発
等

を
実
施
。

問
農
政
課
☎
22
９
２
５
５

●
ス
ポ
ー
ツ

交
通
安
全
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
の
開
催

日
時　

５
／
22
㈬

※
雨
天
時
は
23
㈭
に
順
延

会
場　

小
山
総
合
公
園
森
の
は

ら
っ
ぱ

対
象　

市
内
在
住
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者

種
目　

①
ペ
ア
の
部
（
男
・
女
）

②
ダ
ブ
ル
の
部
（
男
・
男
）

（
女
・
女
）
③
お
し
ど
り
の
部

（
夫
婦
）

参
加
料　

１
組
千
円

申
込
み　

５
／
８
㈬
ま
で
に
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
青
柳

☎
0
９
０
・
４
０
０
０
・
８
１
２
７

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
小
山
市
民

デ
ー
︵
対
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
F
C

戦
︶
〜
栃
木
S
C
の
試
合
を
皆
さ
ん

で
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
〜

　

市
民
の
方
は
、
特
別
割
引
で
チ

ケ
ッ
ト
の
購
入
が
で
き
る
市
民

デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
／
26
㈰
14
時
開
始

会
場　

県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
宇
都
宮
市
清
原
工
業
団
地
32
）

※
詳
細
は
、
市
㏋ 、
各
公
民
館
設

置
の
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
参
照

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

初
心
者
向
け
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
座

日
時　

①
５
／
10
㈮
14
時
〜
16
時

（
大
谷
公
民
館
）
②
５
／
17
㈮
10

時
〜
正
午
（
大
谷
公
民
館
）
③
５

／
20
㈪
９
時
半
〜
11
時
半
（
し
ら

さ
ぎ
館
）
④
５
／
23
㈭
10
時
〜
正

午
（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
小
体

育
館
）
⑤
５
／
27
㈪
13
時
半
〜
15

時
半
（
神
明
町
公
民
館
）
⑥
５
／

27
㈪
19
時
半
〜
21
時
（
大
谷
公
民

館
）
⑦
５
／
29
㈬
14
時
〜
16
時

（
小
山
東
出
張
所
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
、
各
会
場
に
て
受
付

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

土
曜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

日
程　

5
月
〜
2
0
2
0
年
3
月

の
第
２
・
第
４
土
曜
日　

７
時
〜

７
時
半
受
付

場
所　

白
鷗
大
学
大
行
寺
キ
ャ
ン

パ
ス
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　

①
小
学
生
低
学
年　

１
㎞ 

②
小
学
生
高
学
年　

２
㎞ 
③
中
学

生　

３
㎞ 
④
一
般　

３
㎞ 
・
５
㎞ 

参
加
料　

１
回
100
円
（
当
日
徴

収
）

問
（
公
財
）
市
体
育
協
会
☎
30

５
８
５
６

親
子
で
遊
ぼ
う
家
庭
の
日

日
時　

５
／
19
㈰
10
時
〜
15
時

会
場　

小
山
総
合
公
園
森
の
は

ら
っ
ぱ

内
容　

折
り
紙
、
宝
探
し
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー

ン
、
割
り
箸
て
っ
ぽ
う
、
ク
ッ
ブ
他

※
雨
天
時
は
内
容
を
縮
小

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人

参
加
料　

100
円
（
保
険
料
含
む
、

小
学
生
以
上
、
返
金
不
可
）　

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

少
林
寺
拳
法
無
料
体
験
募
集
に
つ
い
て

日
時　

５
／
11
・
18
・
25
、
６
／

８
・
22
・
29
各
土
曜
日
（
６
回
）

19
時
〜
20
時
半

会
場　

県
南
体
育
館
柔
道
場
（
６

／
８
の
み
剣
道
場
）

対
象　

小
学
生
以
上　

※
参
加
無

料申
込
み　

５
／
31
㈮
ま
で
に
、
市

少
林
寺
拳
法
協
会
・
中
村

☎
０
９
０
・
３
３
１
２
・
２
３
１
１

ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
お
よ
び
卓
球
教

室
︵
前
期
︶
の
開
催
に
つ
い
て

日
時　

６
／
１
・
８
・
15
・
22
・

29
各
土
曜
日
（
全
５
回
）
10
時
〜

正
午

会
場　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
の
小
学
生
（
３
年
生

以
上
）

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

１
人
千
円
（
保
険
料

等
）
※
当
日
会
場
に
て
集
金

そ
の
他　

各
自
で
準
備
す
る
も
の

上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、

運
動
に
適
し
た
服
装

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
無
い
方
に
は
、
貸

出
し
ま
す

申
込
み　

５
／
13
㈪
〜
29
㈬
の
平

日
に
（
公
財
）
市
体
育
協
会
☎
30

５
８
５
６

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動

7.5
㎞　

日
時　

６
／
２
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス　

栃
木
駅
（
北
口
）
集
合

↓
二
杉
橋
↓
錦
着
山
↓
う
ず
ま
川

沿
↓
う
ず
ま
公
園
↓
栃
木
駅
（
北

口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
2
6
9
5

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

第
56
回
小
山
市
総
合
競
技
選
手
権

大
会
︵
陸
上
競
技
︶

日
時　

６
／
15
㈯
９
時
競
技
開
始

会
場　

小
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象　

市
内
在
住
・
通
勤
通
学
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
４
年
生
の

部
で
の
参
加

参
加
料　

１
種
目
に
つ
き
、
小
・

中
学
生
・
高
校
・
一
般　

500
円

リ
レ
ー
：
１
チ
ー
ム
千
円

申
込
み　

５
／
10
㈮
〜
24
㈮
の
平

日
10
時
〜
17
時
に
参
加
申
込
書
・

参
加
料
を
添
え
て
（
公
財
）
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
30
５
８
５
６

※
詳
細
に
つ
い
て
は
（
公
財
）
市

体
育
協
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
て
確

認短
期
体
操
教
室
の
開
催

日
時　

６
／
21
・
28
、
７
／
19
各

金
曜
日
（
全
３
回
）

①
４
歳
〜
６
歳
の
部　

15
時
〜
15
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時
50
分

②
小
学
１
・
２
年
生
の
部　

16
時

〜
17
時

会
場　

県
南
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象　

４
〜
６
歳
お
よ
び
小
学

１
・
２
年
生

定
員　

各
部
門
20
人

参
加
料　

１
人
２
千
円
（
保
険
料

含
む
）

内
容　
低
鉄
棒
・
マ
ッ
ト
運
動
・
跳
び
箱

申
込
み　

５
／
21
㈫
〜
６
／
５
㈬

ま
で
の
平
日
10
時
〜
17
時
に
参
加

料
を
添
え
て
（
公
財
）
市
体
育
協

会
☎
30
５
８
５
６

※
申
込
み
は
１
人
に
つ
き
１
人
分

ま
で
。
５
／
21
㈫
10
時
の
時
点
で

各
部
門
定
員
超
え
の
場
合
は
抽
選

小
山
市
少
年
柔
道
会
部
員
募
集

日
時　

毎
週
水
曜
日
19
時
〜
21

時
・
金
曜
日
19
時
半
〜
21
時
半
・

土
曜
日
18
時
〜
20
時

会
場　

小
山
第
三
中
学
校
柔
道
場

栄
心
館

対
象　

幼
児
・
小
学
生

※
体
験
練
習
可
能
、
体
験
練
習
用

柔
道
着
有
り
（
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
）

問
小
山
柔
道
会
・
飯
島
☎
22

８
０
８
０

夏
季
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
の
開
催

日
時　

６
／
４
・
11
・
25
、
７
／

２
各
火
曜
日
（
全
４
回
）
10
時
か

ら
正
午
（
9
時
45
分
受
付
）

会
場　

県
立
県
南
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

定
員　

市
内
在
住
・
先
着
10
人

参
加
料　

１
人
千
円
（
保
険
料
等
）

申
込
み　

５
／
９
㈭
〜
28
㈫
の
平

日
10
時
〜
17
時
に
参
加
料
を
添
え

て
（
公
財
）
市
体
育
協
会

問
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
・
伊
澤

☎
22
７
８
０
３

●
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

日
程　

●
５
／
11
㈯
・
東
野
田
東

集
落
セ
ン
タ
ー
、
美
し
が
丘
公

園
、
千
駄
塚
公
民
館
、
間
々
田
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ま
わ
り
公

園
、
羽
川
公
民
館
、
鉢
形
中
央
公

民
館
、
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
５
／
12
㈰
・
中
公
民
館
、
穂
積

公
民
館
、
豊
田
公
民
館
、
小
山
東

出
張
所
、
生
井
公
民
館
、
寒
川
公

民
館
、
神
久
保
公
園
、
小
山
城
南

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
５
／
18
㈯
・
城
東
公
園
、
大
谷

公
民
館
、
絹
公
民
館
、
市
役
所

（
西
側
駐
車
場
）

※
各
会
場
の
時
間
等
、
詳
細
に
つ

い
て
は
要
問
合
せ

費
用　

注
射
料
・
一
頭
あ
た
り

3
千
500
円
、
新
規
登
録
料
・
3
千

円( 

犬
の
生
涯
に
一
回
）

問
環
境
課
☎
22
9
2
8
8

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会　

日
時　

５
／
18
㈯
10
時
か
ら
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
こ
ど
も
課

持
参
品　

履
歴
書
・
保
育
士
証

(

免
許
証)

の
コ
ピ
ー
・
筆
記
用
具

勤
務
先　

市
立
保
育
所

申
込
み　

こ
ど
も
課
☎
22

９
６
１
４
（
要
申
込
み
）

※
小
学
校
教
諭
・
幼
稚
園
教
諭
・

養
護
教
諭
・
看
護
師
・
准
看
護
師

免
許
を
お
持
ち
の
方
も
保
育
士
と

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す

宮
川
大
輔
×
ケ
ン
ド
ー
コ
バ
ヤ
シ

全
国
ツ
ア
ー
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
﹁
あ
ん
ぎ
ゃ
ー
﹂

日
時　

５
／
26
㈰
17
時
開
演

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象　

18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

料
金　

全
席
指
定
：
3
千
円
／
当

日
3
千
500
円
※
発
売
中

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

日
本
助
産
師
会
市
民
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ
﹁
た
く
さ
ん
の 

笑
顔

の
た
め
の
講
演
会
〜
子
育
て
・
母

親
の
こ
こ
ろ
の
健
康
支
援
﹂ 

　

（
公
財
）
日
本
助
産
師
会
は
第

75
回
助
産
師
学
会
を
当
市
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
そ
の
一
環
で
市

民
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は

不
要
・
参
加
費
は
無
料
で
す
。
お

子
さ
ま
の
入
場
は
可
能
で
す
が
、

周
囲
の
方
へ
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

５
／
25
㈯
15
時
半
〜
16
時

半
（
15
時
15
分
開
場
） 

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

講
師　

水
島
広
子
こ
こ
ろ
の
健
康

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

精
神
科
医　

水
島
広
子
先
生

問
県
助
産
師
会
事
務
局 

☎
０
８
０
・
１
１
４
２
・
１
７
３
７ 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
ご
存
知
で
す
か

　

自
分
の
年
金
制
度
の
加
入
記
録

や
、
将
来
の
年
金
支
給
見
込
み
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
場
合
に
は
、

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ご
自
宅
で
も
、
外
出
先
か

ら
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
最
新
の
履
歴
等
を
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
日
本

年
金
機
構
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は

国
保
年
金
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
日
本
年
金
機
構　

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
６　

知
的
障
が
い
者
動
く
知
更
相
︵
巡

回
相
談
︶
開
催

日
時　

６
／
３
㈪
、
10
／
７
㈪
、

２
０
２
０
年
２
／
３
㈪
時
間
未
定

（
再
判
定
は
お
よ
そ
１
〜
２
時
間

程
度
か
か
り
ま
す
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

内
容　

療
育
手
帳
の
再
判
定
、
そ

の
他
の
相
談
な
ど

対
象　

18
歳
以
上
で
療
育
手
帳
の

再
判
定
希
望
の
方
（
※
１
ヵ
月
前
ま

で
に
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

定
員　

各
回
10
人
程
度

参
加
費　

無
料

必
要
な
物　

療
育
手
帳
（
そ
の
他

の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
一
緒
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

問
福
祉
課
☎
22
９
６
２
９

６
／
１
〜
７
は
第
61
回
水
道
週
間
で
す

「
い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に

　

日
々
感
謝
」

　

安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
の

た
め
、
水
道
施
設
の
整
備
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
水
道
事
業
へ
の
ご

理
解
と
節
水
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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問
市
水
道
事
業
☎
23
０
３
６
８

市
役
所
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

　

２
０
１
９
年
度
よ
り
、
市
役
所

新
庁
舎
の
建
設
工
事
を
開
始
予
定

で
す
。
工
事
の
開
始
に
伴
い
、
市

役
所
の
駐
車
場
が
順
次
工
事
現
場

や
資
材
置
き
場
な
ど
と
し
て
利
用

さ
れ
る
た
め
、
駐
車
で
き
る
台
数

が
大
幅
に
少
な
く
な
り
、
混
雑
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
市
役
所
や
中
央

市
民
会
館
を
ご
利
用
の
方
は
、
電

車
・
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関

や
、
乗
り
合
わ
せ
、
送
迎
に
よ
る

来
場
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
工
事
の

詳
細
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

日
、
当
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

問
管
財
課
☎
22
９
３
２
２

総
合
政
策
課
本
庁
舎
整
備
推
進
室
☎

22
９
３
４
７

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す　

　

こ
の
調
査
は
、
６
／
１
を
基
準

日
と
し
て
全
て
の
製
造
業
に
属
す

る
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
記
入

内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
２　

英
語
検
定
料
助
成
に
つ
い
て　

　

日
本
英
語
検
定
協
会
が
実
施
す

る
実
用
英
語
技
能
検
定
の
受
験
料

を
一
部
助
成
し
ま
す
。　

対
象　

小
山
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
か
つ
、
市
内
の
各

中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
後
期
課

程
に
在
籍
す
る
生
徒
、
ま
た
は
、

市
外
の
中
学
校
等
に
在
籍
す
る
生

徒申
込
み　

助
成
は
一
人
年
間
一

回
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照

問
学
校
教
育
課
英
語
教
育
推
進
室

☎
22
９
６
５
２

コ
ウ
ノ
ト
リ
か
ら
の
贈
り
物
事
業

が
ス
タ
ー
ト
！

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い
し

て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
す
る
小

山
市
の
安
全
で
お
い
し
い
無
農
薬

の
お
米
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
」

を
贈
り
ま
す
。

対
象　

２
０
１
９
年
４
／
１
以
降

に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
全

家
庭
（
健
康
増
進
課
で
実
施
す
る

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

に
て
お
届
け
し
ま
す
）

問
農
政
課
☎
22
９
２
５
７

●
募
集

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時　

５
／
16
㈭
10
時
〜
11
時

会
場　

寒
川
公
民
館
研
修
室

内
容　

わ
く
わ
く
リ
ト
ミ
ッ
ク

講
師　

青
木
浩
子
氏

対
象　

未
就
園
児（
０
歳
〜
３
歳
）

と
保
護
者
10
組　

※
参
加
無
料

申
込
み　

前
日
ま
で
に
同
館
☎
38

１
０
０
２

米
粉
の
料
理
教
室

日
時　

５
／
16
㈭
10
時
半
〜
13
時
半

会
場　

道
の
駅
思
川
料
理
実
習
室

内
容　

カ
レ
ー
耳
う
ど
ん
、
抹
茶

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ　

ほ
か
２
品

対
象　

市
内
在
住
者
24
人
（
抽

選
）

参
加
費　

800
円（
米
粉
の
お
土
産
付
）

申
込
み　

５
／
10
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
７

親
子
・
新
体
力
テ
ス
ト
必
勝
法

日
時　

５
／
18
㈯
①
13
時
〜
14
時

②
14
時
〜
15
時

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
６
種
目

対
象　

年
中
か
ら
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）

定
員　

①
・
②
と
も
に
先
着
10
組

参
加
費　

500
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　

５
／
15
㈬
ま
で
に
同

ホ
ー
ム
☎
23
３
４
０
２

婚
活
イ
ベ
ン
ト
in
和
食
サ
ミ
ッ
ト

期
日　

５
／
26
㈰

会
場　

絹
公
民
館　

他

内
容　

①「
健
康
」「
地
産
地
消
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
簡
単
な
料
理
活

動
②
高
椅
神
社
に
て「
庖
丁
式
」見

学
③
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

募
集
対
象　

○
男
性
：
市
内
在

住
・
在
勤
の
20
歳
〜
40
歳
の
独
身

の
方
○
女
性
：
20
歳
〜
40
歳
の
独

身
の
方

定
員　

20
人
（
男
女
各
10
人
）

※
超
過
時
抽
選

申
込
み　

５
／
10
㈮
ま
で
に
必
要

事
項
を
明
記
の
う
え
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
み

問
子
育
て
包
括
支
援
課
☎
22

９
６
０
４

家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
研
修

日
時　

５
／
29
㈬
、
６
／
17
㈪
、

７
／
３
㈬
・
19
㈮
、
８
／
７
㈬
（
全

５
回
）
10
時
〜
15
時
半

会
場　

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

(
宇
都
宮
市
瓦
谷
町
１
０
７
０)

内
容　

親
同
士
の
交
流
を
助
け
る
技

術
を
学
び
ま
せ
ん
か
？　

※
託
児
有

申
込
み　

５
／
13
㈪
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
22
９
６
６
６

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
内

施
設
に
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
参
照

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
程　

①
５
／
29
㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ

ト
「
河
童
を
作
ろ
う
」
②
６
／
８

㈯
〜
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
調
の
ぬ
り

絵
〜
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
で
作
る

マ
グ
ネ
ッ
ト
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費　

500
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み　

５
／
１
㈬
か
ら
同
館　

※
当
日
予
約
可
、
た
だ
し
、
事
前

予
約
優
先
。
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
は
事

前
予
約
の
み
受
付

問
同
館
32
６
４
７
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
た
の
し
い
囲
碁
入
門
教
室
▽
５

／
11
・
18
・
25
土
曜
日（
全
３
回
）

10
時
〜
正
午
▽
講
師
：
山
本
広
斉

六
段
▽
10
人
▽
３
千
円
◆
第
３
回

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
民
法

改
正
で
相
続
は
こ
う
変
わ
る
！
」

▽
６
／
４
㈫
10
時
半
〜
正
午
▽
講

師
：
桐
生
雅
弘
氏（
行
政
書
士
）▽

20
人
▽
無
料（
筆
記
用
具
持
参
）◆

ク
ラ
フ
ト
講
座　

和
の
小
物「
で

ん
で
ん
虫
」つ
く
り
教
室
▽
６
／
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25
㈯
13
時
半
〜
15
時
半
▽
講
師
：
田

仲
陽
子
氏
▽
20
人
▽
千
200
円（
材
料

費
込
）・
裁
縫
道
具
持
参

申
込
み　

５
／
５
㈰
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
22
９
１
１
１

大
谷
公
民
館
前
期
講
座

◆
想
い
を
託
す
絵
手
紙
▽
6
／

4
・
11
・
18
・
25
、
7
／
2
火
曜

日（
全
５
回
）14
時
〜
16
時
▽
16
人

▽
無
料
◆
素
敵
な
糸
か
け
曼
荼
羅

▽
6
／
26
、
7
／
10
・
24
水
曜
日

（
全
３
回
）13
時
半
〜
15
時
半
▽
20

人
▽
３
千
500
円
◆
さ
わ
や
か
健
康

気
功
▽
6
／
6
、
7
／
4
、
8
／

1
、9
／
5
・
19
木
曜
日（
全
５
回
）

10
時
〜
11
時
半
▽
20
人
▽
無
料
◆

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
や
さ
し
い
英
会
話

▽
7
／
3
・
17
・
31
、
9
／
4
・

18
水
曜
日（
全
５
回
）14
時
〜
15
時

半
▽
20
人
▽
無
料
◆
初
心
者
向
け

ハ
イ
キ
ン
グ
〜
榛
名
外
輪
山
か
ら

榛
名
湖
畔
を
歩
く
〜
▽
6
／
14
㈮

7
時
半
〜
16
時
50
分
▽
36
人
▽
千

円
◆
女
性
学
級
▽
６
／
11
㈫
か
ら

（
全
10
回
）９
時
半
〜
11
時
半
▽
女

性
40
人
▽
実
費
◆
ふ
れ
あ
い
学
級

（
高
齢
者
学
級
）▽
6
／
11
㈫
か
ら

（
全
10
回
）９
時
半
〜
11
時
半
▽
高

齢
者
40
人
▽
実
費

申
込
み　

５
／
20
㈪
15
時
ま
で
に

同
館
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
大
谷
公
民
館
☎
28
０
０
０
４

間
々
田
公
民
館
前
期
講
座

◆
初
心
者
向
け
！
写
経
入
門
講
座

▽
６
／
24
、
７
／
22
、
８
／
26
月

曜
日（
全
３
回
）13
時
半
〜
15
時
半

▽
40
人
▽
300
円
◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ

ラ
ー
講
座
▽
６
／
17
、
７
／
１
月

曜
日（
全
２
回
）13
時
〜
15
時
▽
25

人
▽
千
円
◆
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
講
座

▽
７
／
７
㈰
、
８
／
２
㈮
、
９
／

６
㈮（
全
３
回
）９
時
半
〜
11
時
半

▽
８
人（
各
回
）▽
千
円
◆
う
ど

ん
打
ち
講
座
▽
６
／
14
、
７
／

12
、
８
／
９
金
曜
日（
全
３
回
）９

時
半
〜
正
午
▽
16
人
▽
千
円（
毎

回
）◆
ア
ル
バ
ム
作
り
講
座
▽
６

／
25
、
７
／
２
・
９
火
曜
日（
全
３

回
）13
時
半
〜
15
時
半
▽
20
人
▽

千
500
円
◆
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
▽
７

／
５
㈮
７
時
〜
17
時
▽
日
光
方
面

▽
40
人
▽
3
千
円
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
▽
６
／

12
・
26
、７
／
３
水
曜
日（
全
３
回
）

９
時
半
〜
11
時
半
▽
15
人
▽
100
円

（
他
借
用
代
）◆
60
代
か
ら
の
は
つ

ら
つ
ク
ラ
ブ
▽
６
／
14
、７
／
５
、

８
／
２
、９
／
13
、
10
／
４
金
曜

日（
全
5
回
）10
時
〜
11
時
半
▽
無

料
▽
11
月
予
定
館
外
研
修
の
み
９

時
〜
17
時（
実
費
）▽
40
人

申
込
み　

５
／
14
㈫
〜
16
㈭
９
時

〜
17
時
に
同
館
窓
口　

※
電
話
申

込
み
不
可
、
定
員
超
過
時
は
抽
選

問
同
館
☎
38
６
６
０
６

寒
川
公
民
館
前
期
講
座

◆
自
力
整
体
講
座
▽
５
／
24
、
６

／
14
・
28
、
７
／
12
金
曜
日（
全

４
回
）９
時
半
〜
11
時
▽
バ
ス
タ

オ
ル
、タ
オ
ル（
そ
れ
ぞ
れ
１
枚
）、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
貸
出
有
）、
飲
物
▽

15
人
程
度
▽
無
料

申
込
み　

５
／
22
㈬
ま
で
に
同
館

☎
38
１
０
０
２

生
井
公
民
館
前
期
講
座

◆
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
講
座
▽
６

／
４
・
18
、
７
／
２
・
16
・
30
、

８
／
６
火
曜
日（
全
6
回
）13
時
半

〜
15
時
半
▽
10
人
▽
千
700
円

申
込
み　

５
／
17
㈮
ま
で
に
同
館

☎
45
４
０
０
４　

※
先
着
受
付

穂
積
公
民
館
前
期
講
座

◆
木
版
画
講
座
▽
６
／
12
・
26
、

７
／
10
・
24
、
８
／
７
水
曜
日

（
全
５
回
）10
時
〜
11
時
半
▽
15
人

▽
500
円
◆
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

講
座
▽
６
／
３
・
17
、
７
／
１
・

29
、
８
／
５
月
曜
日（
全
５
回
）10

時
〜
正
午
▽
12
人
▽
２
千
500
円
◆

「
み
ん
な
で
歌
お
う
！
」講
座
▽
６

／
６
、７
／
４
、８
／
１
、９
／
５
、

10
／
３
木
曜
日（
全
５
回
）10
時
〜

11
時
半
▽
20
人
▽
無
料

申
込
み　

５
／
８
㈬
〜
20
㈪
に
同

館
☎
38
２
０
０
４　

※
先
着
受
付

桑
公
民
館
前
期
講
座

◆
ハ
ー
ブ
＆
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講

座
▽
６
／
22
、
７
／
６
・
20
、
８

／
10
・
24
土
曜
日（
全
５
回
）９
時

半
〜
11
時
▽
20
人
▽
３
千
円
◆
折

り
紙
講
座
▽
６
／
20
・
７
／
４
・

18
、８
／
１
・
22
木
曜
日（
全
５
回
）

10
時
〜
正
午
▽
20
人
▽
500
円
◆
ハ

イ
キ
ン
グ
講
座
▽
６
／
７
㈮
・
12

㈬
▽
日
光
市
龍
王
峡
渓
谷
遊
歩
道

▽
40
人
▽
千
円

申
込
み　

５
／
15
㈬
〜
17
㈮
に
同

館
窓
口　

※
電
話
申
込
不
可
、
定

員
超
過
時
は
抽
選

問
同
館
☎
37
７
５
８
８

豊
田
公
民
館
前
期
講
座

①
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座
▽
５
／
31
㈮

▽
群
馬
県
太
田
市
方
面
▽
35
人
▽

千
円
②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座
▽
６
／

３
・
10
・
17
・
24
、
７
／
１
・
８

月
曜
日（
全
６
回
）11
時
〜
正
午
▽

15
人
▽
500
円
③
ス
マ
ホ
活
用
講
座

▽
６
／
13
・
27
、
７
／
11
木
曜
日

（
全
３
回
）10
時
〜
11
時
半
▽
10
人

▽
無
料
④
豊
田
作
楽
学
級
▽
６
／

11
㈫
か
ら
月
１
回（
全
10
回
）▽
80

人
▽
千
円
＋
実
費
⑤
豊
田
女
性
学

級
▽
６
／
22
㈯
か
ら
月
１
回（
全

８
回
）▽
30
人
▽
実
費
⑥
と
よ
だ

す
く
す
く
子
育
て
講
座
▽
６
／
７

㈮
か
ら
月
１
回（
全
８
回
）▽
親
子

10
組
▽
実
費

対
象　

①
〜
⑤
市
内
在
住
者
お
よ

び
在
勤
者
、
⑥
豊
田
地
区
在
住
０

歳
〜
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
み　

①
５
／
10
㈮
か
ら
、
②

〜
⑥
５
／
17
㈮
か
ら　

※
先
着
受
付

問
同
館
☎
37
１
０
０
２

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

期
間　

６
／
５
㈬
〜
11
㈫

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室　

実
習
：
や
は
た
保
育
所

内
容　

６
／
５
㈬
救
急
救
命
の
実

践
に
つ
い
て
、
６
／
６
㈭
子
ど
も

の
成
長
・
発
達
に
つ
い
て
、
６
／

７
㈮
保
育
施
設
の
現
状
と
課
題
、

６
／
10
㈪
保
育
実
習
、
６
／
11
㈫

保
育
実
習

対
象　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

（
幼
稚
園
教
諭
も
し
く
は
小
学
校
教

諭
ま
た
は
養
護
教
諭
の
普
通
免
許

を
有
す
る
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
）

定
員　

20
人　

※
参
加
無
料

申
込
み　

５
／
31
㈮
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
、

託
児
希
望
有
無（
有
の
場
合
は
子

ど
も
の
氏
名
と
年
齢
を
明
記
）を

こ
ど
も
課
☎
22
９
６
４
９
ま
た
は

℻
22
９
６
７
０

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時　

６
／
６
㈭
10
時
〜
11
時

会
場　

寒
川
公
民
館
研
修
室

内
容　

親
子
で
レ
ッ
ツ
エ
ア
ロ
ビ

講
師　

神
山
由
佳
子
氏

対
象　

未
就
園
児（
０
歳
〜
３
歳
）



時期 市役所からこんにちは　

上旬 ■田んぼアート田植え体験　
■国庫補助による埋蔵文化財確認調査

中旬 ■高齢者サポートセンターについて　
■春の交通安全市民総ぐるみ運動

下旬 ■ブロック塀等安全対策補助制度　
■未来につなげる公共施設マネジメント

随時 ■イベント情報／秘書広報局　
■レッツエコ「ごみの分別」／環境課

問秘書広報局22‒9353５月の行政テレビ

小山市コミュニティFM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放送！
（7:00～ 21:00）　

問秘書広報局☎22-9353
　普段は市の身近で魅力的な情報を、災害
時には気象情報や交通情報等をリアルタイ
ムに発信しています。

と
保
護
者
10
組　

※
参
加
無
料

申
込
み　

前
日
ま
で
に
同
館
☎
38

１
０
０
２

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト

プ
ラ
ザ
市
民
講
座

ユ
ニ
ー
ク
な
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
そ

の
社
会
実
装

　

宇
都
宮
大
学
に
よ
る
市
民
向
け

講
座
。
工
学
研
究
科
の
尾
崎
功
一

教
授
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
講

座
で
す
。

日
時　

６
／
８
㈯
13
時
半
〜
15
時
45
分

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ロ

ブ
レ
6
階
）

定
員　

30
人　

※
参
加
無
料

申
込
み　

５
／
27
㈪
ま
で
に
総
合

政
策
課
☎
22
９
２
１
８

第
３
回
お
さ
か
な
ワ
イ
ワ
イ
大
作
戦

日
時　

６
／
16
㈰
９
時
半
〜
11
時
半

会
場　

渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池

内
容　

網
引
等
に
よ
る
外
来
魚
の

駆
除
、
生
き
も
の
観
察

対
象　

小
学
生
以
上（
要
保
護
者

同
伴
）

定
員　

160
人
程
度　

※
参
加
無
料

申
込
み　

５
／
９
㈭
〜
29
㈬
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
申
込
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
推
進
課
☎
22
９
３
５
４

第
15
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
選
手
募
集

派
遣
期
間　

９
／
22
㈰
８
時
半
〜

15
時

場
所　

栃
木
市
総
合
公
園
ほ
か

対
象　

県
内
に
在
住
す
る
12
歳
以

上
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

募
集
競
技　

①
陸
上
競
技
②
水
泳

③
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
④
卓
球

⑤
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
⑥

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
⑦
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
⑧
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
⑨
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

※
①
②
③
は
身
体
・
知
的
障
害
者

④
は
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

⑤
⑥
⑦
⑧
は
身
体
障
害
者
⑨
は
知

的
障
害
者

申
込
み　

５
／
９
㈭
〜
23
㈭
に

福
祉
課
☎
22
９
６
２
４
・
℻
24

２
３
７
０　

※
学
校
・
施
設
等
に
所
属
す
る
方

は
各
所
属
へ
申
込
み

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
・
℻
０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
（
平
成
31
年
度

第
１
回
）

　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者
・
現
に

同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
方
・
現
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
方
・
収
入
が
一
定
基
準
以

下
の
方
・
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
・
暴
力
団
員
で
な
い
方　

※
そ

の
他
資
格
や
応
募
箇
所
に
つ
い
て
は

要
問
合
せ

申
込
み　

５
／
７
㈫
か
ら
24

㈮
に(

一
社)

ハ
ー
ト
フ
ル
☎
32

６
４
１
８

お
や
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

　

農
業
者
と
商
工
業
者
等
が
連
携

し
て
、
小
山
産
の
農
畜
産
物
を
活

用
し
た
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
創
出
す
る
た
め
の
事
業
に
必
要

な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

※
審
査
・
認
定
有
り

要
件　

①
生
産
、
加
工
、
流
通
、

販
売
、
観
光
な
ど
が
連
携
し
た
共
同

事
業
で
あ
る
こ
と
②
申
請
者
に
農

業
者
・
農
業
団
体
が
必
ず
入
っ
て
い

る
こ
と
③
小
山
産
の
農
畜
産
物
な

ど
を
利
用
し
た
事
業
で
あ
る
こ
と

対
象
品
目　

一
般
品
目（
上
限
50
万

円
）、
重
点
品
目（
上
限
70
万
円
）

申
込
み　

６
／
28
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
22
９
２
５
４

広報小山 2019.5月号　18
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県
南
産
業
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

　

募
集
：
5
／
1
㈬
〜
6
／
14
㈮

▽
機
械
加
工
科
、
板
金
溶
接
科
▽

訓
練
：
7
月
〜
12
月
▽
5
人
▽

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
受
講

者
負
担
）
▽
申
込
み
：
同
校
☎

０
２
８
４
91
０
８
０
３

春
の
ば
ら
展

　

５
／
17
㈮
〜
19
㈰
10
時
〜
16
時

※
19
㈰
の
み
15
時
ま
で
▽
道
の
駅

思
川
小
山
評
定
館
▽
会
員
育
成
ば

ら
の
展
示
、
苗
・
切
り
花
等
の
販

売
▽
公
開
講
座
５
／
19
㈰
11
時
〜

正
午
▽
問
小
山
ば
ら
会
・
田
熊
☎

38
１
０
０
４

こ
ば
と
保
育
園
観
劇
会

　

５
／
18
㈯
10
時
〜
11
時
▽
こ
ば

と
保
育
園
ホ
ー
ル
▽
人
形
劇
団
く

ぐ
つ
「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」
▽

親
子
10
組
募
集
▽
問
同
園
☎
27

０
２
０
９

子
育
て
広
場
「
す
ま
い
る
・
に
っ
こ

り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ

ブ
」
合
同
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

　

5
／
30
㈭
10
時
〜
11
時
▽
イ
ー

グ
ル
ス
ポ
ー
ツ
▽
市
内
在
住
の
6

カ
月
〜
未
就
園
時
親
子
50
組
（
託

児
な
し
）
▽
申
込
み
：
５
／
7
㈫

〜
22
㈬
に
さ
く
ら
保
育
園
☎
23

７
０
６
８

こ
ぐ
ま
保
育
園
子
育
て
支
援
事
業

「
生
井
先
生
と
遊
ぼ
う
」

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
局
へ
☎

22
９
３
５
３
﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日

（
毎
月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

コース名 日時・受講料・定員
木造耐力壁の壁倍率評価技術 6/1.8（昼２日）9:30～16:10·10,500円·10人
旋盤加工技術 6/1.8.15（昼３日）9:30～16:10·14,500円·10人
機械設計技術者のためのフライス盤実践技術 6/6.13（昼２日）9:30～16:10·9,000円·10人
有接点シーケンス制御の実践技術 6/8.15（昼２日）9:00～17:20·10,500円·10人
実践建築設計２次元ＣＡＤ技術 6/8.15（昼２日）9:30～16:10·7,000円·10人
製造業における３次元モデルデータ構築技術 6/15.22（昼２日）9:30～17:00·9,000円·15人
木造住宅における許容応力度設計技術 6/20.21（昼２日）9:30～16:10·3,500円·20人
シーケンス制御による電動機制御技術 6/22.29（昼２日）9:00～16:00·9,500円·10人
ＲＣ造のタイル割付図作成実践技術 6/23.30（昼２日）9:30～16:10·9,000円·10人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー



　

親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
て

楽
し
も
う
▽
6
／
12
㈬
10
時
〜
11

時
半
▽
県
南
体
育
館
▽
市
内
在
住

親
子
50
組
▽
申
込
み
：
6
／
7
㈮

ま
で
に
同
園
☎
28
１
１
８
９

駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
「
み
な
み
祭
」

　

ゲ
ー
ム
や
工
作
を
楽
し
も
う
▽

５
／
19
㈰
10
時
〜
16
時
▽
同
セ
ン

タ
ー
▽
幼
児
・
小
学
生
（
幼
児
は

保
護
者
同
伴
）
▽
問
同
セ
ン
タ
ー

☎
27
０
５
９
４

童
謡
・
唱
歌
を
吹
こ
う

「
リ
コ
ー
ダ
ー
無
料
体
験
」

　

５
／
22
㈬
・
26
㈰
10
時
〜
▽

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
）
▽
リ
コ
ー
ダ
ー

持
参
（
貸
出
可
）
▽
「
夕
や

け
こ
や
け
」
ほ
か
▽
初
心
者

歓
迎
、
要
予
約
▽
問
飯
田
☎

０
９
０
・
２
４
８
６
・
６
４
４
１

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
&
バ
イ
オ
リ
ン

体
験
会
（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
有
）

　

５
／
25
㈯
▽
リ
ト
ミ
ッ
ク
９
時

半
〜
：
未
就
学
児
対
象
・
１
組

500
円
▽
バ
イ
オ
リ
ン
体
験
10
時

半
〜
：
３
歳
〜
一
般
・
１
人
500

円
▽
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
２
階
和
室
▽

要
予
約
、
定
員
有
▽
問
青
木
☎

0
９
０
・
３
８
０
３
・
８
０
９
０

設
立
20
周
年
記
念
春
の
環
境
講
演
会

　

5
／
26
㈰
13
時
半
〜
15
時
半
▽

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
▽
入
場
無

料
▽
演
題
：
地
球
温
暖
化
に
つ
い

て̶

世
界
の
状
況
と
我
が
国
の
課

題
―
▽
問
小
山
の
環
境
を
考
え
る

市
民
の
会
・
楠
☎
27
７
１
５
８

朗
読
い
ろ
は
第
８
・
９
回
「
お
と

な
の
朗
読
会
」

　

５
／
28
㈫
・
10
／
29
㈫
10
時
〜

▽
様
ざ
ま
な
作
品
を
朗
読
▽
中
央

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽
問
朗
読

い
ろ
は
・
山
本
☎
27
６
７
８
０

中
地
区
ほ
た
る
を
観
る
会

　

5
／
31
㈮
18
時
〜
21
時
、
６
／

１
㈯
鑑
賞
会
の
み
19
時
〜
21
時
▽

中
小
学
校
体
育
館
・
ほ
た
る
ビ
オ

ト
ー
プ
▽
内
容
：
中
小
６
年
生
に

よ
る
実
践
発
表
、
ほ
た
る
の
会
・

P
T
A
に
よ
る
ほ
た
る
籠
作
り
、

ほ
た
る
ク
イ
ズ
、
ほ
た
る
鑑
賞
ほ

か
▽
問
中
小
学
校
☎
37
０
６
４
９

第
２４
回
ス
テ
ー
ジ
城
東
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

６
／
２
㈰
８
時
半
〜
16
時
※
雨

天
時
６
／
９
㈰
に
延
期
▽
ス
テ
ー

ジ
城
東
▽
城
東
公
園
内
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
者
は
５
／

26
㈰
ま
で
に
F
A
X
で
申
込
み
▽

問
同
実
行
委
員
会
・
矢
内
☎
・

F
A
X
27
０
１
６
７

か
る
が
も
講
演
会
「
絵
本
が
拓
く

『
親
育
ち
・
子
育
ち
』
」　

６
／
６
㈭
10
時
半
〜
正
午
▽
桑
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー

館
）
▽
問
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
桐
生

☎
・
F
A
X
37
１
５
８
３

ゆ
め
ま
ち
で
作
ろ
う
陶
芸

　

６
／
15
㈯
・
16
㈰
13
時
〜
16
時

▽
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
）
陶
芸
室
▽
10
人
▽

３
千
円
▽
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

（
手
拭
き
用
）
持
参
▽
申
込
み
：

５
／
26
㈰
９
時
〜
同
セ
ン
タ
ー
☎

27
９
９
３
５

５
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

第
123
回
企
画
展
「
下
野
の
鎌
倉

街
道
―
道
を
行
き
交
う
人
と
物
―
」

６
／
16
㈰
ま
で
▽
テ
ー
マ
展
「
も
み

じ
と
カ
エ
デ
」
６
／
16
㈰
ま
で
▽
県

博
デ
ー
５
／
19
㈰
▽
問
同
館

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

中
久
喜
大
杉
囃
子
保
存
会
練
習
会

　

太
鼓
や
笛
を
一
緒
に
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
▽
隔
週
土
曜
日
10

時
〜
正
午
▽
中
久
喜
公
民
館
▽

対
象
：
市
民
・
近
隣
住
民
の

方
。
初
心
者
歓
迎
。
お
子
さ
ま

は
10
歳
程
度
か
ら
▽
問
柳
☎

０
８
０
・
６
５
４
３
・
４
６
４
５

「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
」

協
力
者
募
集
中
！

　

対
象
：
県
内
在
住
の
満
16
歳
以
上

の
方
で
、
月
１
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
▽
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
込
み
▽
問
県
広
報
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
政
府
の
招
待
で
来
日
し
た

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
国
費
留
学
生

（
18
〜
30
歳
）
が
小
山
市
に
４
泊

５
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
異
文
化
交
流
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
▽
期
間
：
７
／
26

㈮
〜
30
㈫
▽
募
集
家
族
：
14
家
族

▽
英
語
・
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
O
K
▽
問
N
P
O
法

人
小
山
国
際
交
流
会
お
い
ふ
ぁ
☎

０
８
０
・
４
１
３
７
・
２
１
１
０

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
／
31
㈮

　

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
、
預
金
口

座
か
ら
の
振
替
納
付
の
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
、
ペ
イ
ジ
ー
の
納

付
が
で
き
ま
す
。
心
身
障
が
い
者

の
方
に
対
し
て
は
、
一
定
の
要

件
の
も
と
減
免
制
度
有
り
。
▽

問
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２
23

３
４
１
１

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」

　

講
話
や
障
害
の
疑
似
体
験
、
実

際
の
支
援
体
験
を
通
し
て
、
本
校

児
童
生
徒
や
障
害
児
・
者
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目

的
と
し
た
講
座
で
す
▽
実
施
期

間
：
６
月
〜
12
月
（
全
４
回
）
▽

障
害
児
・
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
以
上

の
生
徒
・
学
生
・
一
般
の
方
▽
30

人
程
度
▽
場
所
：
県
立
栃
木
特
別

支
援
学
校
▽
申
込
み
：
５
／
７
㈫

〜
６
／
７
㈮
に
同
校
☎
0
2
8
2

24
７
５
７
５

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
「
学
校

見
学
会
お
よ
び
体
験
学
習
」　

●
肢
体
不
自
由
部
門
▽
学
校
見
学

会
：
7
／
10
㈬
▽
体
験
学
習
：
８
／

６
㈫
小
学
部
（
年
長
・
転
学
児
対

象
）
、
9
／
25
㈬
高
等
部
（
中
１
〜

３
対
象
）
、
10
／
25
㈮
中
学
部
（
小

６
対
象
）
、
11
／
21
㈭
高
等
部
（
中

３
対
象
）
●
部
門
共
通
▽
学
校
公

開
（
施
設
等
職
員
対
象
）
：
５
／

23
㈭
▽
し
ら
さ
ぎ
祭
11
／
16
㈯
▽

問
同
校
☎
０
２
８
２
24
７
５
７
５

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
「
早
期

教
育
相
談
の
案
内
」　

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除

く
）
９
時
〜
16
時
半
▽
同
校
「
早
期

教
育
相
談
室　

ぽ
っ
ぽ
」
▽
お
子

さ
ま
の
発
達
や
養
育
等
の
教
育
相

談
▽
就
学
前
の
お
子
さ
ま
と
そ
の

保
護
者
▽
問
同
校
☎
０
２
８
２
24

７
５
７
５

「
県
民
バ
ス
」
参
加
者
募
集

　

７
／
４
㈭
第
１
集
合
地
：
道
の

駅
「
し
も
つ
け
」
（
8
時
集
合
、
16

時
10
分
解
散
）
第
２
集
合
地
：
小
山

総
合
公
園
（
８
時
50
分
集
合
、
16
時

50
分
解
散
）
▽
見
学
施
設
：
な
か
が

わ
水
遊
園
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
道
の

駅
那
須
与
一
の
郷
（
昼
食
）
▽
小
山

市
、
下
野
市
お
よ
び
野
木
町
在
住
者

▽
46
人
※
抽
選
▽
申
込
み
：
124
円
の

往
復
は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」

に
、
①
氏
名
、
②
住
所
③
当
日
連

絡
可
能
な
電
話
番
号
④
年
齢
⑤
性

別
⑥
希
望
集
合
地
を
明
記
の
上
、

〒
３
２
０
ー
８
５
０
１
（
住
所
不

要
）
県
庁
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室

ま
で
。
１
枚
の
は
が
き
で
最
大
２

名
の
申
込
可
。
▽
６
／
13
㈭
締
切

▽
問
県
民
プ
ラ
ザ
室

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
７
５
７

白
鷗
大
学
公
開
講
座
（
５
月
〜
７
月
）

　

白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大

行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
４
回
開
催
講

座
２
千
円
（
予
定
）
▽
詳
細
は
同

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
申
込

み
：
同
大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
⒇
８
１
１
４
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

広報小山 2019.5月号　20

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　6月17日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　5月21日㈬13:00 ～☎22‒9527

マタニティクラス
（はじめてのきょうだいクラス）
日　時　6月14日㈮9:30 ～ 11:30
　　　　（受付9:15～）
会　場　保健・福祉センター
内　容　 上の子とのかかわり方、妊娠中の

注意点、サポート制度等について
対　象　 2人目以降の妊婦とその家族

（きょうだい・祖父母など）
持ち物　母子健康手帳、申込書
受講料　テキスト代250円
問☎22‒9527

もぐもぐひろば（要申込）
日　時　7月2日㈫9:45～11:00
　　　　（受付9:30～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中の児とその保護者
内　容　離乳食のお話、フリートーク
定　員　先着20組
申込み　6月3日㈪8:30～☎22-9527

歯周疾患検診
　歯周病の早期発見と、正しい歯周病予
防のために歯周疾患検診を実施します。
　対象者には、受診券を郵送します。
検診料金と一緒に医療機関へお持ちく
ださい。
期　間　5月1日㈬～ 2020年1月31日㈮
受診場所　市内委託医療機関
　　　　（一覧は受診券に記載）
対　象　 40・50・60・70歳の市民（市

民税特別徴収対象者を除く）
および後期高齢者医療制度加
入の前年度75歳に達した方

受診料　1,000円
※70歳および前年度75歳に達した方は無料
※当日は検診のみです。治療が必要な方は、
医療機関の診察を受けてください
問☎22‒9522

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込み）
日　時　5月9日㈭・16日㈭
　　　　13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　 40歳以上の教室に興味がある
　　　　市民（運動制限のない方）
持ち物　 筆記用具、室内用運動靴、飲み

物、タオル、ヨガマット（お持
ちの方）

申込み　☎22‒9607

月日 時　間 会　　場
6/14
㈮

9:00 ～ 9:20 市立絹公民館
10:00 ～ 11:20 桑市民交流センター

　対象者は65歳以上の方（2020年3月31日時点）です。5月下旬に受診票を送付し
ます。どの会場でも受診可能です。
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲン検査）を受ける予定の方は、今回受診する必要は
ありません

結核検診（6月） 問☎22‒9526

無料フッ素塗布・歯の健康相談
（無料・予約不要）
期　日　6月2日㈰
受　付　9:00～11:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　年少～小学２年生の児
　　　　（H23.4.2～H.28.4.1生)
内　容　 フッ素塗布、歯の健康相談、ブラッ

シング指導、歯ブラシ配布　など
※歯磨き後、11:30 までに来場し、必
ず受付を済ませてください
問☎22‒9527

第1回小山の地域医療を考える
市民会議
　小山の地域医療を守り育てていくため
に、市民、医療関係者、行政などが一つに
なって、小山の医療の現状を学んだり、地
域医療を広めるための活動をしています。
日　時　5月10日㈮18:30～20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27‒0500

OYAMA開運ラジオ
｢健康情報番組｣ のお知らせ
（FM77.5）
　小山地区医師会・小山歯科医師会・
小山薬剤師会の先生方による、健康や
医療・介護についてお伝えする情報番
組です。
日　時　5月9日㈭12:00～12:55
内　要　｢慢性腎臓病について｣
　　　　 ※事前もしくは番組放送中に

ご質問等、お受けします
問☎27‒0500

がん患者と家族のサロンについて
　病気との向き合い方を学んだり、話し合
いの時間を持ったりする場です。がんの種
別は問いません。どなたでも、お気軽にご
参加ください。医師等がサポートします。
日　時　6月13日㈭14:00～16:00
会　場　 自治医科大学附属病院 本館
　　　　地下1階スタッフラウンジ
内　容　 ミニ・レクチャー「笑って免疫

力Up！～笑いヨガ体験」、自由
な語り合い、リラクセーション
体験

参加費　無料
問自治医科大学附属病院がん相談支援室
☎ 58-7107

◆美田地区
月日 時　間 会　　場

6/17
㈪

7:30 ～ 7:50 小宅下集落センター
8:10 ～ 8:30 黒本農業構造改善センター
8:50 ～ 9:10 大内川集落センター
9:30 ～ 10:30 市立豊田公民館
10:50 ～ 11:10 小薬東農協倉庫
11:30 ～ 11:50 岡公民館

6/18
㈫

7:30 ～ 7:50 下河原田南部倉庫
8:10 ～ 8:30 小袋公民館
8:50 ～ 9:10 市立中公民館
9:30 ～ 9:50 川入公民館
10:10 ～ 10:30 大川島集落センター
10:40 ～ 11:00 下初田公民館
11:20 ～ 11:40 上初田東公民館

6/19
㈬

7:30 ～ 7:50 島田南公民館
8:10 ～ 8:30 立木上公民館
8:50 ～ 9:10 上石塚公民館
9:30 ～ 9:50 上国府塚文化伝承館
10:10 ～ 10:30 今里公民館
10:50 ～ 11:10 卒島新倉集落センター

6/20
㈭

7:30 ～ 7:50 大行寺公民館
8:10 ～ 8:30 下石塚公民館
8:50 ～ 9:10 萩島構造改善センター
9:30 ～ 9:50 塩沢公民館
10:10 ～ 10:30 間中公民館
10:50 ～ 11:10 石の上公民館
11:30 ～ 12:00 下国府塚公民館

6/21
㈮

8:30 ～ 8:50 市立穂積公民館
9:10 ～ 9:40 市立豊田公民館
10:00 ～ 10:20 市立中公民館

◆桑絹地区
月日 時　間 会　　場

6/5
㈬

7:30 ～ 7:50 中島公民館
8:10 ～ 8:30 請地公民館
8:50 ～ 9:10 台公民館
9:30 ～ 9:50 中河原公民館
10:10 ～ 10:30 下梁公民館

10:50 ～ 11:10 上梁・八幡宮神社（上梁南公民館）
11:30 ～ 11:50 市立絹公民館

6/6
㈭

8:00 ～ 8:30 農協延島倉庫
8:50 ～ 9:10 舟戸公民館
9:30 ～ 9:50 延島新田公民館
10:10 ～ 10:30 中高椅公民館

6/7
㈮

7:30 ～ 7:50 鉢形中央公民館
8:10 ～ 8:30 北飯田公民館
8:50 ～ 9:10 東山田下公民館
9:30 ～ 9:50 東山田上公民館
10:10 ～ 10:30 出井馬廻集会所

6/10
㈪

7:30 ～ 7:50 萱橋公民館
8:10 ～ 8:30 向野本田公民館
8:50 ～ 9:10 鉢形南集会所
9:30 ～ 9:50 東出井集会所
10:10 ～ 10:50 下出井公民館

6/11
㈫

7:30 ～ 8:10 荒井公民館
8:30 ～ 10:00 桑市民交流センター
10:20 ～ 10:50 上出井公民館

6/12
㈬

7:30 ～ 8:10 喜沢北部公民館
8:30 ～ 9:10 喜沢集会所
9:30 ～ 9:50 喜沢東部公民館
10:10 ～ 11:30 ＪＡおやま桑支店

6/13
㈭

7:30 ～ 8:10 南半田公民館
8:30 ～ 9:10 扶桑県営住宅公民館
9:30 ～ 10:30 扶桑分譲公民館
10:50 ～ 11:20 三拝公民館
11:40 ～ 12:00 飯塚文化伝承館
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すこやか通信

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251-7（健康医療介
　　　 護総合支援センター内）
☎39-8880・FAX39-8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください
□休日急患歯科診療所
場所　 神鳥谷 2251-7（健康医療介

護総合支援センター内 )
☎39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急
患歯科診療所の南側に夜間休日対応
の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

6 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27-0500

日 月 火 水 木 金 土
1
①⑤

2 3 4 5 6 7 8
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
9 10 11 12 13 14 15
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
16 17 18 19 20 21 22
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
23 24 25 26 27 28 29
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
30
④⑥

今まで日本人に多かった胃がんなどの死亡率は早期発見・早期治療により、年々低下傾
向にありますが、それにかわって増加しているのがもともと欧米人に多かった大腸がんで
す。国立がん研究センターによると 2017 年時点のがんの死因の 2位が大腸がんでした。
大腸がんは初期には自覚症状が少なく、なかなか見つけにくいものです。
無症状のうちに健診を受診した人では、早期の大腸がんが発見される可能性が高いです。
年に 1回の定期健診を受けて、大腸がんの早期発見に努めましょう。
大腸がんの原因としては、脂肪のとり過ぎで発がん性物質が生まれやすくなること、便秘によって発がん性物質が排
出されにくくなることなどが考えられます。食生活の欧米化で、肉類や脂肪を多くとるようになり、かわりに食物繊維
の多い穀類や海藻、野菜、きのこなどをとらなくなったことは、大腸がんの急増に大きく影響しているといえます。

問健康増進課☎22-9607大腸がん予防について

6月の集団検診（要申込）＊12・1・2月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗
しょう症胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
3㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
7㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

11㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
14:00～ 15:30 × × × × ○ ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター

14㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
17㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
19㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
26㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
28㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 豊田公民館

申込み　3月に配布した「2019年度健康のしおり」
の検診申込み書からお申込みください。折り返し
「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受診
券（基本健診受診者のみ）、③健康保険証、④そ
の他指定されたもの
❖本庁舎建て替え工事により、駐車場に限りがござ
います。乗り合わせや公共交通機関の利用等、ご協
力をお願いします。
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検診当
日40･45･50･55･60･65･70歳の女性が対象となりま
す。ご希望の方は、年齢確認のできるものを持参し各会
場へ直接お越しください。（事前申込み不要）

問☎22‒9522・9523

《大腸がんの自覚症状》
・排便時の出血　・排便異常がある　・腹痛

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

1 位 2位 3位
全体 肺 大腸 胃

男 肺 胃 大腸

女 大腸 肺 膵臓
※国立がんセンター
　2017 年の死亡数が多い部位別順

《大腸がん！こんな人は要注意 !!》
・脂っぽいものが好き
・便秘がちである
・緑黄色野菜を食べない
・家族や近親者に大腸がんにかかった人がいる
・大腸にポリープができたことがある　などなど

《大腸がんの予防法》
・食物繊維の多い和食中心の食事を心がけましょう！
・普段から便秘にならないように心がけましょう！
・定期検診を必ず受けましょう！

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111



◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 8㈯10:00～12:00
19㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 12㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 11･25㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 13㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 19･26㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 4㈫  9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 16㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制 6月はありません 納税相談室　納税課☎22‒9444

人権相談 14㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

8㈯14:00～16:00
12㈬  9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

22㈯14:00～16:00
26㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

8㈯14:00～16:00
19㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

5㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
12㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 6月はありません 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

  4･18㈫10:00～15:00
11･25㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
　4･18㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 6月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 24㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 1･15㈯
9:00～12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可
工業振興課☎22‒9396
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図書館つうしん（6月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 5㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 7㈮ 11:00

おはなしメロディ 9㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 11 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 12㈬ 10:30
わくわくマルベリーおは
なし会(桑分館) 15 ㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 16㈰ 14:00
おはなしウェンディ０・１・２ 19㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 23㈰ 14:00

■移動図書館「せきれい」巡回日程■ 6月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　3㈪・10㈪・17㈪・24㈪・27㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈪・10㈪・17㈪・24㈪・27㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈪・10㈪・17㈪・24㈪・27㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈪・10㈪・17㈪・24㈪・27㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますので、
ポストへの返却はご遠慮ください
●市民展示ケースのご案内　　　　
　あなたの自慢の作品を図書館に展示してみませんか？小山市立中央図書館で利用登録し
ている方ならどなたでもご利用いただけます。個人やグループで、是非、ご利用ください。
〈作品展示の例〉自作の書や絵画、手芸や工芸、美術品 等
展示場所　中央図書館公園側入口付近展示ケース　
展示期間　最長1カ月
問中央図書館中央サービスデスク☎21‒0750

※展示する作品について
の規定・詳細等は左記へ
お問い合わせください

日　時 会　場

4 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

5㈬
10:10 ～ 10:40 もみじ保育所
12:55 ～ 13:45 豊田南小学校

6㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

7㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

11㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

12㈬
  9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

13㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

14㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

19㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

20㈭
  9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:40 ～ 13:30 羽川小学校

（天候などにより変更になる場合あり）

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※毎週月曜日9:00 ～ 12:00 は
フリーダイヤル☎0120-302-362
※第2･4水曜日9:30～11:30 は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 16㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談月初めから予約 28㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

11･25㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 6㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎白鷗法律相談（無料）弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

3･10･17･24㈪ 16:30～17:10（40分間）
17:20～18:00（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付5/27㈪から　　時間9:00～16:30

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談6



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■6月は市県民税（普通徴収）1期の納期
月です。納期限は7月1日㈪です。
■日曜納税相談窓口（納期直前の日曜
日）は6月30日㈰8:30～17:15です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00までの納税窓口延長もご利
用ください。
問納税課☎22‒9442

日　

時

6月1日㈯・2日㈰・8日㈯・9日㈰
15日㈯・16日㈰・22日㈯・23日㈰

29日㈯・30日㈰
各8:30 ～ 17:15

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

祝　小山市制 65周年、開館 10 周年
第 46 回企画展「塚原哲夫日本画展」
（～ 6月 9日㈰）

 9:00～ 17:00 車屋美術館 車屋美術館☎41‒0968

祝　小山市制 65周年記念特別展
「甲冑と戦の意匠」（～ 6月 16 日㈰）  9:00～ 17:00 博物館 博物館☎45‒5331

1 日 ㈯ 小山市交通指導員 50周年記念パレード 16:30 ～ 小山駅西口ロータリー～小山御殿広場 生活安心課☎22‒9283

2 日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 7.5km 8:30 集合 栃木駅（北口）集合 生涯スポーツ課☎21‒2695
おやま田んぼアート田植え体験※要申込み  9:30～ 11:30 美田会場・間々田会場 農村整備課☎22‒9262

3 日 ㈪
4日 ㈫
5日 ㈬
6日 ㈭
7日 ㈮

8日 ㈯

おやま田んぼアート田植え体験※要申込み  9:30～ 11:30 渡良瀬遊水地会場・絹会場 農村整備課☎22‒9262
太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館駐車場 博物館☎45‒5331
定例観望会 19:30～ 21:00 生井公民館駐車場 博物館☎45‒5331
祝 小山市制 65 周年　第 16 回「ほたるの館」祭り 18:30～ 21:00 小山総合公園「ほたるの館」学習館 水と緑の推進課☎22‒9886 ○

9 日 ㈰ ほたるの鑑賞会 20:00～ 21:00 小山総合公園「ほたるの館」 水と緑の推進課☎22‒9886 ○
10 日 ㈪
11 日 ㈫
12 日 ㈬
13 日 ㈭
14 日 ㈮
15 日 ㈯ 火起こし体験※要申込み 11:00～ 11:45 博物館 博物館☎45‒5331

16 日 ㈰
第 3回おさかなワイワイ大作戦※要申込み  9:30～ 11:30 渡良瀬遊水地第2調節池 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22‒9354
特別展「甲冑と戦の意匠」ギャラリートーク 13:30～ 15:00 博物館　視聴覚室 博物館☎45‒5331

17 日 ㈪
18 日 ㈫
19 日 ㈬
20 日 ㈭

21 日 ㈮ 小山市民元気あっぷ大体操会
※雨天時、6月24日㈪に延期 12:20～ 12:30 小山御殿広場 健康増進課☎22‒9607 ○

22 日 ㈯ 祝 小山市制 65 周年　小山市男女共同参画フェア 13:00～ 15:45 文化センター　小ホール 男女共同参画課☎22‒8078 ○
23 日 ㈰ 祝 小山市制 65周年　第 7回さくら道まつり  9:00 ～ 12:00 さくら道（小山駅中央自由通路）新都市整備推進課☎22‒8932
24 日 ㈪
25 日 ㈫
26 日 ㈬
27 日 ㈭
28 日 ㈮
29 日 ㈯ 縄文土器を作ろう※要申込み 9:00 ～ 12:00 博物館　体験学習室 博物館☎45‒5331

30 日 ㈰
祝 小山市制 65 周年　おやま地産地消・食育フェア 9:00 ～ 15:00 道の駅思川 農政課☎22‒9257
みんなで踊ろうレクリエーションダンス
※要申込み 13:30～ 16:30 小山勤労者体育センター レクリエーション協会

☎090-6312-8360

６月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、4月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん
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広報おやま

3 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

火災　0件（22件）　   救急　694件（2,194件）

3 月中の交通事故【小山警察署調べ】

事故　35件(100件）　負傷者　46人（119人）　死者　1人（4人）

5
2019年（令和元年）5月1日発行 第1313号

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

119番は、火災や救急などの災害を通報
する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内
はテレフォンサービスへ
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【24時間対応】

◆対象　市内在住の未就学児
◆応募者資格　父母、祖父母等
◆応募方法　下記①～③のいずれかの方法で、
　必要事項および写真を提出してください。
　①すくすく写真館応募フォーム
　　右記二次元コードを読み込み、アクセス。
　②メール
　　アドレス：oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
　③秘書広報局へ郵送または直接持ち込み
　　郵送先：〒 323 ｰ 8686（住所不要）
　　小山市役所 秘書広報局「すくすく写真館」係

◆必要事項
　１．応募者の氏名
　２．お子さんの氏名・フリガナ
　３．お子さんとの続柄
　４．住所
　５．電話番号
　６．メールアドレス
　　　※応募フォームの場合のみ必要

※必要事項に不備がある場合、掲載できないことが
　あります。掲載は１人１回。受付順に掲載します

問秘書広報局☎22‒9353≪すくすく写真館≫お子さんの写真募集中 !!

すくすく写真館
応募フォーム

写真館
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ら
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•広報おやま
•小山市公式ホームページ
•おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22‒9322


